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沖縄高速印刷株式会社

新型コロナに負けない！　

雇用維持に向けた新サービス開始！
県内人材派遣4社でつくる「人材サービス連絡協議会」（企業窓口：人材派遣センターオキナワ）は

新型コロナの影響で業務が減少した事業者の社員を人材不足の事業者に派遣する新たなサービスを

開始しました。

その一つとして、社員を一時的に休業させる「一時帰休」のスキームをご紹介します。

人材サービス連絡協議会

写真左から

りゅうせきフロントライン 城間優光部長

ホット沖縄 比嘉克己取締役

人材派遣センターオキナワ 島袋淳常務取締役

プレンティー 安和良太社長

【企業窓口】　人材派遣センターオキナワ
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御社の設立経緯についてお聞かせください。

　タイラホールディングスの中核会社である大

鏡建設は、1975 年（昭和 50 年）9 月に先代の

社長で私の父でもある平良武雄とその実兄と２

人で設立した会社です。父は大学卒表後に県外

大手ゼネコンに就職、その後、通算して 10 年

近く経験を積み帰郷し会社を設立しました。

　また、タイラホールディングスは大鏡建設、

オキナワパウダーフーズ、大鏡、大地クリアを

傘下にする形で 2018 年に設立しました。ホー

ルディングス制を採用した一番の理由は「会社

の将来のため創業家 ( 株主 ) と会社との関係を

きちんと分けて考えたかったから」です。

　私自身、代表取締役社長ですが“会社は自分

のもの”というような意識は全くなく、先代が

創り上げてきた大事な会社を“お預かり”して

いるという感覚です。私にも子供はおりますが、

まだ小さいですし将来会社を継ぐ意思があるの

か、経営をしていく能力があるのかも、まだ分

かりません。

　この会社を永続的に成長させていくには、こ

の選択肢がベターであると考えホールディング
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タイラホールディングス株式会社
（大鏡建設株式会社）

平良　修一 代表取締役社長

タイラホールディングス株式会社は大鏡建設株式会社を中核会社とする持株会社で2018年に設立さ
れました。今回は那覇市小禄の本社事務所をお訪ねし持株会社設立の経緯、社会貢献活動、経営理念
を中心に今後の事業展望、新型コロナウイルス感染症の影響による事業への影響等についてお話をお
聞きした。	 インタビューとレポート　　新垣　貴史
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スを設立しました。

会社名の由来について教えてください。

　当グループの主力会社である大鏡建設の社名

の由来は、創業者の出身地である小禄にある鏡

水地区と隣接する大嶺地区の頭文字を取って大

鏡建設と命名したようです。

　昔、この大嶺地区と鏡水地区は非常に仲が良

く、常日頃からお互いに協力し合いながら物事

を決めていく地域だったようです。創業者であ

る先代の社長の郷土への想いが社名に記されて

います。

社会貢献活動はどのようなことを行っていらっ

しゃいますか。

　私どもの仕事は、中核会社の大鏡建設の建設

事業、不動産仲介等を行う「ピタットハウス」

事業、土地活用のご提案を個人や企業に行うコ

ンサルタント事業が主な事業ですが、これらの

事業展開を通して思うのが、私どもの仕事はま

さに「まちづくり」なんだなと日々、実感して

います。

　これらの事業を通して地盤地域である小禄地

区をもっと魅力的な街にしていきたいと考えて

います。

　例えばですが、那覇新都心地区と那覇市小禄

地区で比較した場合、同じような広さのアパー

トの家賃は那覇新都心地区が万円単位で高いで

す。単純に「この街に住みたい」と思っている

人が多いということです。

　一般的に皆様も引越先を探す場合「賃貸価格

がいくらなのか」というよりは「どこの街に住

むか」という視点で引越し先を決める方が多い

と思います。

　やはり街の魅力が非常に重要ということで

す。自然や緑が多く景観が良いというのも大事

だと思いますし、近くにお洒落なカフェ店があ

る、小学校が近いなど、さらに美味しい飲食店

が近くにあるという点も重要だと思います。

　そういったことからも私どもの仕事というの

は、まさに「まちづくり」であると思います。

当社は魅力的なまちづくり事業の取組みの一つ

大鏡建設オリジナル規格型アパート

大鏡建設オリジナル規格型アパート

店舗兼
共同住宅

社内ミーティング
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として、小禄エリアの情報案内のフリーペー

パーを発刊しています。「うるくローカルプレ

ス」というフリーペーパーで 2020 年 9 月に創

刊しました。創刊号には小禄地区にある美味し

いスイーツ屋さんを特集しています。

　小禄周辺の店舗や金融機関などにもフリーで

おいていますので、見かけた際には是非、ご覧

になってみてください。（Facebook、instagram

もあります）今後も、小禄周辺に住んでいる方

も、そうでない方も興味を持って頂けるような

情報を発信していこうと考えていますので、ご

期待頂ければと思います。

新たな事業展開などのご予定はございますか。

　実は以前から今帰仁村にてホテル事業の開始

計画を進めていました。

　しかし今年４月以降の新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受け、ホテルの開業は一旦中

止にしています。

　このホテル開業の目玉として考えていたの

が、「星のや竹富島」で副料理長をされていた

シェフを同ホテルで料理長として就任頂き腕を

振るってもらう予定でした。しかし県内の観光

客は大きく減少しホテルの開業のタイミングは

現時点では未定ということもあり、先ほど申し

上げた魅力的な「まちづくり」のひとつとして

小禄、金城の住宅街に一軒家レストラン「島

cuisine あーすん」を 2020 年 10 月にオープン

させました。

　店名の「あーすん」とは沖縄の方言で「合わ

せる」という意味です。「人との出会い、素材

との出会い、味との出会い、全てを合わせるこ

とから始まる。そんな思いを込めて「島 cuisine 

あーすん」という店名にしました。

　食を豊かにすることで、小禄地域の街の魅力

をさらに高めるお手伝いができればうれしく思

います。

人材育成について教えてください。

　以前、当社では新規採用は私が面談をし、採

用可否を決め、人材育成の仕組みや研修等は外

部企業に委託していました。

施工実績「名護トヨタウン」施工実績「ユニオン赤道店」

施工実績「愛心保育園」 社内報 DK times
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　しかし、外部研修を終えて会社に戻り仕事に

活かそうとしても、会社にはそれぞれに独自の

仕組みやルールがあり、業務の中で混乱してし

まうという声が多くあがりました。そういった

経緯もあり研修等は自前で運営することが大事

だと考え、人事担当部署を創設しました。

　現在では新卒・中途採用、人材育成研修等を

含めて、人事に関することはほとんど担当部署

に任せています。当社は 20 代～ 30 代の若い

職員が多く、国家試験や公的な試験に積極的に

チャレンジする社員も多いです。会社としても

自己啓発に必要なサポートは継続して行ってい

きたいと考えています。

　また極端な話ですが、私自身の考え方として

は社員の志が高く、皆が経営や業績等への意識が

高ければ社長という役職はいらないのではないか

な、とも感じています。最終的にはそういう会社

を目指していくという目標をもっています。

建設業の人手不足の現状と今後の見通しについ

てどのように考えていらっしゃいますか。

　以前、東京オリンピック開催に伴う建設特需の

影響で県内からも建設作業員が減り人手が不足し

ているとの話があったと思いますが、仮に来年オ

リンピックが行われた後についても、そのような

傾向は続いていくものだと予測しています。

　現在、現場の職人としてメインで働いて頂い

ている世代は 50 ～ 60 歳代の方々ですし、そ

の職人さん達は徐々に引退されていきます。

　しかし若い世代からは建設業は敬遠されがち

で、人材を募集しても、なかなか若者は集まっ

てはくれません。そういうこともあって東京オ

リンピックが終わったとしても職人の人手不足

感が解消されることはないと思います。

　当社では自前で職人を雇用し若手の採用、育成

にも力を入れています。やはり自分たちで技術者

をしっかり育てていくことが大事だと思います。

　また、その他の取組としては、建設業に従事

するベトナムからの海外実習生も受け入れていま

す。ただ、これは海外からの実習生たちが将来に

型枠職人

型枠職人

現場施工管理

現場施工管理
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わたって実習先として日本が魅力的なのかは疑問

が残ります。アジア地域でも韓国や台湾などが外

国人労働者の採用を積極的に行っているようなの

で先行きは不透明だなと感じています。

新型コロナウイルス感染症による経営等への影

響はございますか。

　現在のところ、受注した工事がキャンセルに

なるなどの目立った影響というのは見られませ

ん。しかし建設業というのは実体経済の悪化か

ら少し遅れて受注等に影響が出てくることが一

般的です。この感染症の影響がどの程度の期間

あるかが見通せないので、経営者として、その

辺の判断が非常に難しいところです。

経営理念について教えてください。

　大鏡建設の経営理念は「全社員とその家族の

物心両面の幸せを追求し、関連業者との共存共

栄を計り以って地域社会に貢献しよう」となっ

ています。以前は前段に「建設工事を通じて～」

という文言がありましたが、現在では建設業と

いう枠にとらわれず別事業にもチャレンジして

いますので、この文言は削除しました。私たち

の仕事である「まちづくり」を通して社員、関

連企業、ともに成長し、地域社会の発展に貢献

できる企業を目指していきたいと考えていま

す。

最後に

　建築業に携わる仕事というものは、人の暮ら

しを支え、人の人生に共に携わる仕事だと思い

ます。当社が描いている“人と地域を繋ぐ「ま

ちづくり」”を実現させるため、今後もいろい

ろな事にチャレンジしていきたいと考えており

ます。今後も大鏡建設を中核企業としたタイラ

ホールディングスグループの取組みにご期待く

ださい。

企業概要

商　　 　号：
関 連 会 社：

本社所在地：
連 絡 先：

設　　 立：

役　　 員：

従 業 員 数：
事 業 内 容：

タイラホールディングス株式会社
大鏡建設株式会社
オキナワパウダーフーズ株式会社
有限会社　大鏡
株式会社　大地クリア
沖縄県那覇市字小禄 912-1
TEL　098-857-7117
FAX　098-857-9857
1975 年 9 月

（大鏡建設株式会社）
代表取締役社長　　平良　修一
専務取締役　　　　山入端　豊
常務取締役　　　　末吉　茂春　
145 名（2020 年 7 月）
地域開発、都市開発等の事業並
びにこれらに関する企画・設計・
施行及びコンサルティング業務
不動産の売買、賃貸、仲介管理
並びに土地造成

大運動会

忘年会



沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて 寄 稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

6

　2017年、OISTマリンゲノミックスユ

ニットは、オーストラリアの研究者らと共

同で、オニヒトデのゲノム解読に初めて成

功し、その成果は科学誌ネイチャーに発表

されました。今回、米国遺伝学会の国際科

学誌G3: Genes, Genomes, Genetics2020

年7月号で発表された研究で、研究チーム

は、オニヒトデのゲノムの中に大発生の痕

跡が残っていないか、そしてそれによって

どのようにして大発生が起きたのかを探ろ

うとしました。 

　まず、琉球列島の３つの島、沖縄本島、

宮古島、石垣島のサンゴ礁からオニヒトデ

を集めました。次に、1個体1個体について

ミトコンドリアゲノムを構成する約16,200

塩基対の完全DNA配列を決定し、個体間で

の差異を利用して進化の系統樹を作り、分

岐年代を推定しました。

　チームは、オニヒトデだけの研究ではゲ

ノム内での大発生の痕跡を探るのが難しい

と考え、さらに２種類のヒトデ、アオヒト

デ（右の写真右）とマヒトデ（右の写真

左）で同様の解析を行い、それらを比較す

ることでオニヒトデに固有の特徴を探り出

そうと試みました。 

「アオヒトデは、オニヒトデと同様にサンゴ

礁に生息しサンゴを食べますが、オニヒトデ

のような大発生は決して起こしません」と佐

藤教授は話します。「北太平洋に最も一般

的に見られるマヒトデは、比較的水温の低

い海域に棲んでおり、こちらも大発生は起

こしません」

　まず始めに、北太平洋域のマヒトデを東

北地方と瀬戸内海の２カ所から採集してき

て、その系統学的・集団遺伝学的構成を調

べてみると、マヒトデはその棲息域と一致

する２つの集団に分かれます。一つの集団

を構成する東北地方（青森、岩手、宮城）

のマヒトデにはこの集団内でいくらかの遺

伝的交流が認められますが、もう一つの、

より最近のものと考えられる瀬戸内海の集

団はその形成後完全に独立しており、東北

集団との遺伝的交流は全くありません。

　「マヒトデの幼生が北から瀬戸内海に流

入して以来、そこから移動することは殆ど

なく、また、両域はかなり隔たっていたこ

とから、２つの明確な集団が生まれたもの

と思われます。一方、東北地方の集団は複

雑な海流に乗って移動し、それが青森と宮

城間での混在につながっていると思います」

と佐藤教授は説明します。 

　オニヒトデは毒を持ったトゲに体を覆わ

れた手強い生きものです。しかし、彼らの

本当の危険性はその脅威的な生殖能力にあ

ります。一匹の雌が一回の産卵で産む卵の

数は何百万～何千万ともいわれています。

　これによって、自然や人間にとって制御

が難しい数のオニヒトデが産まれ、サンゴ

を捕食してサンゴ礁を急激に破壊するペス

トとなるのです。

　沖縄では過去70年に渡ってオニヒトデの

大発生が繰り返し起きています。「約40年

前に沖縄はオニヒトデの非常に規模の大き

な発生（アウトブレイク）に見舞われまし

た。その時はダイバーが海に潜り、150万

匹以上ともいわれる数のオニヒトデを一匹

一匹手作業で駆除したのです」とOISTマリ

ンゲノミックスユニットのリーダーであ

り、本研究論文の責任著者である佐藤矩行

教授は話します。 

　現在、沖縄本島を含む琉球列島の島々で

はオニヒトデの大発生は収まりつつありま

すが、オーストラリアのグレートバリア

リーフでは依然として大きな脅威となって

います。グレートバリアリーフのサンゴ礁

消滅の原因の３分の１はサンゴの白化、３

分の１は熱帯性サイクロン、そして残りの

３分の１がオニヒトデだと言われていま

す。海水温の上昇や富栄養化などとも関連

してオニヒトデ幼生の生存率が増加し、成

体の大発生がより頻繁に起こり、被害をも

たらすようになっています。

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

 サンゴ（下）を食い荒らすオニヒトデ（左の青いもの）

提供：OIST
（左）マヒトデを青森（浅虫、赤）、宮城（女川、青）、岡山（牛窓、緑）から採集した。岩手（宮古、黄）は、ここから採集された

マヒトデのデータがすでに発表されておりそれも加えた。（右）２つの集団は約470万年前に分岐したと推定される。　提供：OIST

とになります。

　ここから興味深い疑問が生まれます。つ

まり、同じ地理学的場所に２つの遺伝学的

に異なる、すなわち生殖的に隔離された集

団が存在することになります。このこと

は、琉球列島のアオヒトデには2つの隠蔽種

(cryptic species)が存在する可能性も示唆し

ます。つまり、形態学的には区別がつかな

いものの、生殖的交雑を決してしない、異

なる種のアオヒトデの存在です。

「次のアオヒトデの結果は、より驚くもの

となりました。」

　解析によって得られた結果は、アオヒト

デがまず２つの大きな系統（集団）に分か

れ、次に２つ目の系統がさらにより小さな

系統に分岐したことを示しています。ここ

で興味深いことは、この２つのどちらの系

統も沖縄本島と石垣島に棲む個体を含んで

いることです。つまり、２つの島それぞれ

に別の系統のアオヒトデが棲息しているこ

全塩基配列だけでなく、核のゲノム配列情

報も使った解析を進めようとしています。 

　佐藤教授は、「私たちの研究成果が、オ

ニヒトデ集団の傾向や、その新しい大発生

に海流がどのように作用するのかなどを、

より正確に理解できるようになればと思っ

ています」と説明し、「新しい知見が将来

のオニヒトデの大発生の予測につながる足

がかりとなればと思っています」と今後へ

の期待を語っています。

「この結果は、今我々が見ているオニヒト

デの大発生は、より大きな縮小と拡大の周

期の一部であって、このままいけば、オニ

ヒトデは大量のサンゴを食べ、そして食べ

尽くし、やがて死に至ることになることを

示しています」と佐藤教授は推論していま

す。

　次のステップとして、研究チームは、

オーストラリアの研究者と共同でグレート

バリアリーフでのオニヒトデの集団遺伝学

を進めています。また、ミトコンドリアの
が、どのようにして、そして次にいつどこ

で起きるのかを予測する上でのより確かな

理論形成に向けた示唆を与えてくれます。

また、オニヒトデの系統分岐は、前述のマ

ヒトデやアオヒトデに比べるとはるかに近

代になって起こったと推測されます。 

　場所的に混じりあった個体がいくつもの

小さな集団を作るということは、いわゆる

ボトルネック現象と呼ばれ、琉球列島での

オニヒオデは集団が大きくなったり小さく

なったり、また大きくなったりを繰り返し

てきたことになります。

　これらの結果から、オニヒトデは、マヒ

トデやアオヒトデとはかなり異なる進化的

系統関係を持っていることが明らかになり

ました。このことは、集団形成が他のヒト

デとは異なり、大発生の謎とも関係すると

思われます。

　この結果はまた、アオヒトデの移動が、

沖縄本島と石垣島の両島双方間で起きてい

ることを示唆しています。つまり、これま

で考えられてきたように、強い黒潮の流れ

が石垣島から沖縄本島に向かって北向きに

流れることでヒトデの幼生をその流れに

沿って移動させていると考えると、説明が

つきません。 

　「両島間での双方移動が起こっていると

いう事は、琉球列島の表層海流は今まで考

えられていたよりもっと複雑だと考えるべ

きでしょう」と佐藤教授は話します。

　オニヒトデの進化的系統樹の解析結果も

また、この海域での表層海流の複雑さを説

明しています。まず、琉球列島でのオニヒ

トデは複数の系統に分かれます。さらにそ

れぞれの系統で沖縄本島、宮古島、西表島

の個体が混在していました。これは琉球列

島で繰り返し起こるオニヒトデの大発生

マヒトデは日本でも北太平洋海域に生存する最も一般的なヒト

デ。一方、アオヒトデは琉球列島の海でよく見られる。

提供：OIST
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デ（crown-of-the-thoms starfish, COTS）の進化学的歴史を明らかにしました。研究成果は、

これまでの長い歳月の間にオニヒトデの集団がどのように変化してきたのかに光を投げか

け、今後の生態系の破壊防止に向けたヒントを与えるかもしれません。

新時代の教育研究を切り拓く
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　2017年、OISTマリンゲノミックスユ

ニットは、オーストラリアの研究者らと共

同で、オニヒトデのゲノム解読に初めて成

功し、その成果は科学誌ネイチャーに発表

されました。今回、米国遺伝学会の国際科

学誌G3: Genes, Genomes, Genetics2020

年7月号で発表された研究で、研究チーム

は、オニヒトデのゲノムの中に大発生の痕

跡が残っていないか、そしてそれによって

どのようにして大発生が起きたのかを探ろ

うとしました。 

　まず、琉球列島の３つの島、沖縄本島、

宮古島、石垣島のサンゴ礁からオニヒトデ

を集めました。次に、1個体1個体について

ミトコンドリアゲノムを構成する約16,200

塩基対の完全DNA配列を決定し、個体間で

の差異を利用して進化の系統樹を作り、分

岐年代を推定しました。

　チームは、オニヒトデだけの研究ではゲ

ノム内での大発生の痕跡を探るのが難しい

と考え、さらに２種類のヒトデ、アオヒト

デ（右の写真右）とマヒトデ（右の写真

左）で同様の解析を行い、それらを比較す

ることでオニヒトデに固有の特徴を探り出

そうと試みました。 

「アオヒトデは、オニヒトデと同様にサンゴ

礁に生息しサンゴを食べますが、オニヒトデ

のような大発生は決して起こしません」と佐

藤教授は話します。「北太平洋に最も一般

的に見られるマヒトデは、比較的水温の低

い海域に棲んでおり、こちらも大発生は起

こしません」

　まず始めに、北太平洋域のマヒトデを東

北地方と瀬戸内海の２カ所から採集してき

て、その系統学的・集団遺伝学的構成を調

べてみると、マヒトデはその棲息域と一致

する２つの集団に分かれます。一つの集団

を構成する東北地方（青森、岩手、宮城）

のマヒトデにはこの集団内でいくらかの遺

伝的交流が認められますが、もう一つの、

より最近のものと考えられる瀬戸内海の集

団はその形成後完全に独立しており、東北

集団との遺伝的交流は全くありません。

　「マヒトデの幼生が北から瀬戸内海に流

入して以来、そこから移動することは殆ど

なく、また、両域はかなり隔たっていたこ

とから、２つの明確な集団が生まれたもの

と思われます。一方、東北地方の集団は複

雑な海流に乗って移動し、それが青森と宮

城間での混在につながっていると思います」

と佐藤教授は説明します。 

　オニヒトデは毒を持ったトゲに体を覆わ

れた手強い生きものです。しかし、彼らの

本当の危険性はその脅威的な生殖能力にあ

ります。一匹の雌が一回の産卵で産む卵の

数は何百万～何千万ともいわれています。

　これによって、自然や人間にとって制御

が難しい数のオニヒトデが産まれ、サンゴ

を捕食してサンゴ礁を急激に破壊するペス

トとなるのです。

　沖縄では過去70年に渡ってオニヒトデの

大発生が繰り返し起きています。「約40年

前に沖縄はオニヒトデの非常に規模の大き

な発生（アウトブレイク）に見舞われまし

た。その時はダイバーが海に潜り、150万

匹以上ともいわれる数のオニヒトデを一匹

一匹手作業で駆除したのです」とOISTマリ

ンゲノミックスユニットのリーダーであ

り、本研究論文の責任著者である佐藤矩行

教授は話します。 

　現在、沖縄本島を含む琉球列島の島々で

はオニヒトデの大発生は収まりつつありま

すが、オーストラリアのグレートバリア

リーフでは依然として大きな脅威となって

います。グレートバリアリーフのサンゴ礁

消滅の原因の３分の１はサンゴの白化、３

分の１は熱帯性サイクロン、そして残りの

３分の１がオニヒトデだと言われていま

す。海水温の上昇や富栄養化などとも関連

してオニヒトデ幼生の生存率が増加し、成

体の大発生がより頻繁に起こり、被害をも

たらすようになっています。

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

 サンゴ（下）を食い荒らすオニヒトデ（左の青いもの）

提供：OIST
（左）マヒトデを青森（浅虫、赤）、宮城（女川、青）、岡山（牛窓、緑）から採集した。岩手（宮古、黄）は、ここから採集された

マヒトデのデータがすでに発表されておりそれも加えた。（右）２つの集団は約470万年前に分岐したと推定される。　提供：OIST

とになります。

　ここから興味深い疑問が生まれます。つ

まり、同じ地理学的場所に２つの遺伝学的

に異なる、すなわち生殖的に隔離された集

団が存在することになります。このこと

は、琉球列島のアオヒトデには2つの隠蔽種

(cryptic species)が存在する可能性も示唆し

ます。つまり、形態学的には区別がつかな

いものの、生殖的交雑を決してしない、異

なる種のアオヒトデの存在です。

「次のアオヒトデの結果は、より驚くもの

となりました。」

　解析によって得られた結果は、アオヒト

デがまず２つの大きな系統（集団）に分か

れ、次に２つ目の系統がさらにより小さな

系統に分岐したことを示しています。ここ

で興味深いことは、この２つのどちらの系

統も沖縄本島と石垣島に棲む個体を含んで

いることです。つまり、２つの島それぞれ

に別の系統のアオヒトデが棲息しているこ

全塩基配列だけでなく、核のゲノム配列情

報も使った解析を進めようとしています。 

　佐藤教授は、「私たちの研究成果が、オ

ニヒトデ集団の傾向や、その新しい大発生

に海流がどのように作用するのかなどを、

より正確に理解できるようになればと思っ

ています」と説明し、「新しい知見が将来

のオニヒトデの大発生の予測につながる足

がかりとなればと思っています」と今後へ

の期待を語っています。

「この結果は、今我々が見ているオニヒト

デの大発生は、より大きな縮小と拡大の周

期の一部であって、このままいけば、オニ

ヒトデは大量のサンゴを食べ、そして食べ

尽くし、やがて死に至ることになることを

示しています」と佐藤教授は推論していま

す。

　次のステップとして、研究チームは、

オーストラリアの研究者と共同でグレート

バリアリーフでのオニヒトデの集団遺伝学

を進めています。また、ミトコンドリアの
が、どのようにして、そして次にいつどこ

で起きるのかを予測する上でのより確かな

理論形成に向けた示唆を与えてくれます。

また、オニヒトデの系統分岐は、前述のマ

ヒトデやアオヒトデに比べるとはるかに近

代になって起こったと推測されます。 

　場所的に混じりあった個体がいくつもの

小さな集団を作るということは、いわゆる

ボトルネック現象と呼ばれ、琉球列島での

オニヒオデは集団が大きくなったり小さく

なったり、また大きくなったりを繰り返し

てきたことになります。

　これらの結果から、オニヒトデは、マヒ

トデやアオヒトデとはかなり異なる進化的

系統関係を持っていることが明らかになり

ました。このことは、集団形成が他のヒト

デとは異なり、大発生の謎とも関係すると

思われます。

　この結果はまた、アオヒトデの移動が、

沖縄本島と石垣島の両島双方間で起きてい

ることを示唆しています。つまり、これま

で考えられてきたように、強い黒潮の流れ

が石垣島から沖縄本島に向かって北向きに

流れることでヒトデの幼生をその流れに

沿って移動させていると考えると、説明が

つきません。 

　「両島間での双方移動が起こっていると

いう事は、琉球列島の表層海流は今まで考

えられていたよりもっと複雑だと考えるべ

きでしょう」と佐藤教授は話します。

　オニヒトデの進化的系統樹の解析結果も

また、この海域での表層海流の複雑さを説

明しています。まず、琉球列島でのオニヒ

トデは複数の系統に分かれます。さらにそ

れぞれの系統で沖縄本島、宮古島、西表島

の個体が混在していました。これは琉球列

島で繰り返し起こるオニヒトデの大発生

マヒトデは日本でも北太平洋海域に生存する最も一般的なヒト

デ。一方、アオヒトデは琉球列島の海でよく見られる。

提供：OIST
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トデは複数の系統に分かれます。さらにそ

れぞれの系統で沖縄本島、宮古島、西表島

の個体が混在していました。これは琉球列

島で繰り返し起こるオニヒトデの大発生

マヒトデは日本でも北太平洋海域に生存する最も一般的なヒト

デ。一方、アオヒトデは琉球列島の海でよく見られる。

提供：OIST

沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

サンゴ礁のとげのある問題に挑む

沖縄科学技術大学院大学（OIST）の研究者らが、サンゴを捕食してサンゴ礁を荒らすオニヒト

デ（crown-of-the-thoms starfish, COTS）の進化学的歴史を明らかにしました。研究成果は、

これまでの長い歳月の間にオニヒトデの集団がどのように変化してきたのかに光を投げか

け、今後の生態系の破壊防止に向けたヒントを与えるかもしれません。

新時代の教育研究を切り拓く
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　2017年、OISTマリンゲノミックスユ

ニットは、オーストラリアの研究者らと共

同で、オニヒトデのゲノム解読に初めて成

功し、その成果は科学誌ネイチャーに発表

されました。今回、米国遺伝学会の国際科

学誌G3: Genes, Genomes, Genetics2020

年7月号で発表された研究で、研究チーム

は、オニヒトデのゲノムの中に大発生の痕

跡が残っていないか、そしてそれによって

どのようにして大発生が起きたのかを探ろ

うとしました。 

　まず、琉球列島の３つの島、沖縄本島、

宮古島、石垣島のサンゴ礁からオニヒトデ

を集めました。次に、1個体1個体について

ミトコンドリアゲノムを構成する約16,200

塩基対の完全DNA配列を決定し、個体間で

の差異を利用して進化の系統樹を作り、分

岐年代を推定しました。

　チームは、オニヒトデだけの研究ではゲ

ノム内での大発生の痕跡を探るのが難しい

と考え、さらに２種類のヒトデ、アオヒト

デ（右の写真右）とマヒトデ（右の写真

左）で同様の解析を行い、それらを比較す

ることでオニヒトデに固有の特徴を探り出

そうと試みました。 

「アオヒトデは、オニヒトデと同様にサンゴ

礁に生息しサンゴを食べますが、オニヒトデ

のような大発生は決して起こしません」と佐

藤教授は話します。「北太平洋に最も一般

的に見られるマヒトデは、比較的水温の低

い海域に棲んでおり、こちらも大発生は起

こしません」

　まず始めに、北太平洋域のマヒトデを東

北地方と瀬戸内海の２カ所から採集してき

て、その系統学的・集団遺伝学的構成を調

べてみると、マヒトデはその棲息域と一致

する２つの集団に分かれます。一つの集団

を構成する東北地方（青森、岩手、宮城）

のマヒトデにはこの集団内でいくらかの遺

伝的交流が認められますが、もう一つの、

より最近のものと考えられる瀬戸内海の集

団はその形成後完全に独立しており、東北

集団との遺伝的交流は全くありません。

　「マヒトデの幼生が北から瀬戸内海に流

入して以来、そこから移動することは殆ど

なく、また、両域はかなり隔たっていたこ

とから、２つの明確な集団が生まれたもの

と思われます。一方、東北地方の集団は複

雑な海流に乗って移動し、それが青森と宮

城間での混在につながっていると思います」

と佐藤教授は説明します。 

　オニヒトデは毒を持ったトゲに体を覆わ

れた手強い生きものです。しかし、彼らの

本当の危険性はその脅威的な生殖能力にあ

ります。一匹の雌が一回の産卵で産む卵の

数は何百万～何千万ともいわれています。

　これによって、自然や人間にとって制御

が難しい数のオニヒトデが産まれ、サンゴ

を捕食してサンゴ礁を急激に破壊するペス

トとなるのです。

　沖縄では過去70年に渡ってオニヒトデの

大発生が繰り返し起きています。「約40年

前に沖縄はオニヒトデの非常に規模の大き

な発生（アウトブレイク）に見舞われまし

た。その時はダイバーが海に潜り、150万

匹以上ともいわれる数のオニヒトデを一匹

一匹手作業で駆除したのです」とOISTマリ

ンゲノミックスユニットのリーダーであ

り、本研究論文の責任著者である佐藤矩行

教授は話します。 

　現在、沖縄本島を含む琉球列島の島々で

はオニヒトデの大発生は収まりつつありま

すが、オーストラリアのグレートバリア

リーフでは依然として大きな脅威となって

います。グレートバリアリーフのサンゴ礁

消滅の原因の３分の１はサンゴの白化、３

分の１は熱帯性サイクロン、そして残りの

３分の１がオニヒトデだと言われていま

す。海水温の上昇や富栄養化などとも関連

してオニヒトデ幼生の生存率が増加し、成

体の大発生がより頻繁に起こり、被害をも

たらすようになっています。

OISTでは新型コロナウイルス感染防止のため、当面の間一般

見学（カフェ利用含む）および県外からの訪問受け入れを停止

しております。再開については決まり次第、OISTのホーム

ページにてお知らせいたします。

OISTについてより詳しくお知りになりたい方はwww.oist.jp 

をご覧下さい。

琉球列島で採集されたアオヒトデは、２つの大きな集団L1とL2/L3に分かれる。L2/L3はさらにL2とL３の集団に分かれる。

この系統図は、石垣島と沖縄本島のそれぞれには、生殖的に交雑しない、２つの種が存在することを示唆している。

提供：OIST

沖縄本島(青)、宮古島(緑)、西表島(赤)で採集されたオニヒトデは小さな5つの集団に最近分岐したことがわかります。これは集

団のサイズが小さくなりそこから複数の新しい系統が生まれたこともを示唆しています。　提供：OIST

とになります。

　ここから興味深い疑問が生まれます。つ

まり、同じ地理学的場所に２つの遺伝学的

に異なる、すなわち生殖的に隔離された集

団が存在することになります。このこと

は、琉球列島のアオヒトデには2つの隠蔽種

(cryptic species)が存在する可能性も示唆し

ます。つまり、形態学的には区別がつかな

いものの、生殖的交雑を決してしない、異

なる種のアオヒトデの存在です。

「次のアオヒトデの結果は、より驚くもの

となりました。」

　解析によって得られた結果は、アオヒト

デがまず２つの大きな系統（集団）に分か

れ、次に２つ目の系統がさらにより小さな

系統に分岐したことを示しています。ここ

で興味深いことは、この２つのどちらの系

統も沖縄本島と石垣島に棲む個体を含んで

いることです。つまり、２つの島それぞれ

に別の系統のアオヒトデが棲息しているこ

全塩基配列だけでなく、核のゲノム配列情

報も使った解析を進めようとしています。 

　佐藤教授は、「私たちの研究成果が、オ

ニヒトデ集団の傾向や、その新しい大発生

に海流がどのように作用するのかなどを、

より正確に理解できるようになればと思っ

ています」と説明し、「新しい知見が将来

のオニヒトデの大発生の予測につながる足

がかりとなればと思っています」と今後へ

の期待を語っています。

「この結果は、今我々が見ているオニヒト

デの大発生は、より大きな縮小と拡大の周

期の一部であって、このままいけば、オニ

ヒトデは大量のサンゴを食べ、そして食べ

尽くし、やがて死に至ることになることを

示しています」と佐藤教授は推論していま

す。

　次のステップとして、研究チームは、

オーストラリアの研究者と共同でグレート

バリアリーフでのオニヒトデの集団遺伝学

を進めています。また、ミトコンドリアの
が、どのようにして、そして次にいつどこ

で起きるのかを予測する上でのより確かな

理論形成に向けた示唆を与えてくれます。

また、オニヒトデの系統分岐は、前述のマ

ヒトデやアオヒトデに比べるとはるかに近

代になって起こったと推測されます。 

　場所的に混じりあった個体がいくつもの

小さな集団を作るということは、いわゆる

ボトルネック現象と呼ばれ、琉球列島での

オニヒオデは集団が大きくなったり小さく

なったり、また大きくなったりを繰り返し

てきたことになります。

　これらの結果から、オニヒトデは、マヒ

トデやアオヒトデとはかなり異なる進化的

系統関係を持っていることが明らかになり

ました。このことは、集団形成が他のヒト

デとは異なり、大発生の謎とも関係すると

思われます。

　この結果はまた、アオヒトデの移動が、

沖縄本島と石垣島の両島双方間で起きてい

ることを示唆しています。つまり、これま

で考えられてきたように、強い黒潮の流れ

が石垣島から沖縄本島に向かって北向きに

流れることでヒトデの幼生をその流れに

沿って移動させていると考えると、説明が

つきません。 

　「両島間での双方移動が起こっていると

いう事は、琉球列島の表層海流は今まで考

えられていたよりもっと複雑だと考えるべ

きでしょう」と佐藤教授は話します。

　オニヒトデの進化的系統樹の解析結果も

また、この海域での表層海流の複雑さを説

明しています。まず、琉球列島でのオニヒ

トデは複数の系統に分かれます。さらにそ
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　この結果はまた、アオヒトデの移動が、

沖縄本島と石垣島の両島双方間で起きてい

ることを示唆しています。つまり、これま

で考えられてきたように、強い黒潮の流れ

が石垣島から沖縄本島に向かって北向きに

流れることでヒトデの幼生をその流れに

沿って移動させていると考えると、説明が

つきません。 

　「両島間での双方移動が起こっていると

いう事は、琉球列島の表層海流は今まで考

えられていたよりもっと複雑だと考えるべ

きでしょう」と佐藤教授は話します。

　オニヒトデの進化的系統樹の解析結果も

また、この海域での表層海流の複雑さを説

明しています。まず、琉球列島でのオニヒ

トデは複数の系統に分かれます。さらにそ

れぞれの系統で沖縄本島、宮古島、西表島

の個体が混在していました。これは琉球列

島で繰り返し起こるオニヒトデの大発生
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　2017年、OISTマリンゲノミックスユ

ニットは、オーストラリアの研究者らと共

同で、オニヒトデのゲノム解読に初めて成

功し、その成果は科学誌ネイチャーに発表

されました。今回、米国遺伝学会の国際科

学誌G3: Genes, Genomes, Genetics2020

年7月号で発表された研究で、研究チーム

は、オニヒトデのゲノムの中に大発生の痕

跡が残っていないか、そしてそれによって

どのようにして大発生が起きたのかを探ろ

うとしました。 

　まず、琉球列島の３つの島、沖縄本島、

宮古島、石垣島のサンゴ礁からオニヒトデ

を集めました。次に、1個体1個体について

ミトコンドリアゲノムを構成する約16,200

塩基対の完全DNA配列を決定し、個体間で

の差異を利用して進化の系統樹を作り、分

岐年代を推定しました。

　チームは、オニヒトデだけの研究ではゲ

ノム内での大発生の痕跡を探るのが難しい

と考え、さらに２種類のヒトデ、アオヒト

デ（右の写真右）とマヒトデ（右の写真

左）で同様の解析を行い、それらを比較す

ることでオニヒトデに固有の特徴を探り出

そうと試みました。 

「アオヒトデは、オニヒトデと同様にサンゴ

礁に生息しサンゴを食べますが、オニヒトデ

のような大発生は決して起こしません」と佐

藤教授は話します。「北太平洋に最も一般

的に見られるマヒトデは、比較的水温の低

い海域に棲んでおり、こちらも大発生は起

こしません」

　まず始めに、北太平洋域のマヒトデを東

北地方と瀬戸内海の２カ所から採集してき

て、その系統学的・集団遺伝学的構成を調

べてみると、マヒトデはその棲息域と一致

する２つの集団に分かれます。一つの集団

を構成する東北地方（青森、岩手、宮城）

のマヒトデにはこの集団内でいくらかの遺

伝的交流が認められますが、もう一つの、

より最近のものと考えられる瀬戸内海の集

団はその形成後完全に独立しており、東北

集団との遺伝的交流は全くありません。

　「マヒトデの幼生が北から瀬戸内海に流

入して以来、そこから移動することは殆ど

なく、また、両域はかなり隔たっていたこ

とから、２つの明確な集団が生まれたもの

と思われます。一方、東北地方の集団は複

雑な海流に乗って移動し、それが青森と宮

城間での混在につながっていると思います」

と佐藤教授は説明します。 

　オニヒトデは毒を持ったトゲに体を覆わ

れた手強い生きものです。しかし、彼らの

本当の危険性はその脅威的な生殖能力にあ

ります。一匹の雌が一回の産卵で産む卵の

数は何百万～何千万ともいわれています。

　これによって、自然や人間にとって制御

が難しい数のオニヒトデが産まれ、サンゴ

を捕食してサンゴ礁を急激に破壊するペス

トとなるのです。

　沖縄では過去70年に渡ってオニヒトデの

大発生が繰り返し起きています。「約40年

前に沖縄はオニヒトデの非常に規模の大き

な発生（アウトブレイク）に見舞われまし

た。その時はダイバーが海に潜り、150万

匹以上ともいわれる数のオニヒトデを一匹

一匹手作業で駆除したのです」とOISTマリ

ンゲノミックスユニットのリーダーであ

り、本研究論文の責任著者である佐藤矩行

教授は話します。 

　現在、沖縄本島を含む琉球列島の島々で

はオニヒトデの大発生は収まりつつありま

すが、オーストラリアのグレートバリア

リーフでは依然として大きな脅威となって

います。グレートバリアリーフのサンゴ礁

消滅の原因の３分の１はサンゴの白化、３

分の１は熱帯性サイクロン、そして残りの

３分の１がオニヒトデだと言われていま

す。海水温の上昇や富栄養化などとも関連

してオニヒトデ幼生の生存率が増加し、成

体の大発生がより頻繁に起こり、被害をも

たらすようになっています。

OISTでは新型コロナウイルス感染防止のため、当面の間一般

見学（カフェ利用含む）および県外からの訪問受け入れを停止

しております。再開については決まり次第、OISTのホーム

ページにてお知らせいたします。

OISTについてより詳しくお知りになりたい方はwww.oist.jp 

をご覧下さい。

琉球列島で採集されたアオヒトデは、２つの大きな集団L1とL2/L3に分かれる。L2/L3はさらにL2とL３の集団に分かれる。

この系統図は、石垣島と沖縄本島のそれぞれには、生殖的に交雑しない、２つの種が存在することを示唆している。

提供：OIST

沖縄本島(青)、宮古島(緑)、西表島(赤)で採集されたオニヒトデは小さな5つの集団に最近分岐したことがわかります。これは集

団のサイズが小さくなりそこから複数の新しい系統が生まれたこともを示唆しています。　提供：OIST

とになります。

　ここから興味深い疑問が生まれます。つ

まり、同じ地理学的場所に２つの遺伝学的

に異なる、すなわち生殖的に隔離された集

団が存在することになります。このこと

は、琉球列島のアオヒトデには2つの隠蔽種

(cryptic species)が存在する可能性も示唆し

ます。つまり、形態学的には区別がつかな

いものの、生殖的交雑を決してしない、異

なる種のアオヒトデの存在です。

「次のアオヒトデの結果は、より驚くもの

となりました。」

　解析によって得られた結果は、アオヒト

デがまず２つの大きな系統（集団）に分か

れ、次に２つ目の系統がさらにより小さな

系統に分岐したことを示しています。ここ

で興味深いことは、この２つのどちらの系

統も沖縄本島と石垣島に棲む個体を含んで

いることです。つまり、２つの島それぞれ

に別の系統のアオヒトデが棲息しているこ

全塩基配列だけでなく、核のゲノム配列情

報も使った解析を進めようとしています。 

　佐藤教授は、「私たちの研究成果が、オ

ニヒトデ集団の傾向や、その新しい大発生

に海流がどのように作用するのかなどを、

より正確に理解できるようになればと思っ

ています」と説明し、「新しい知見が将来

のオニヒトデの大発生の予測につながる足

がかりとなればと思っています」と今後へ

の期待を語っています。

「この結果は、今我々が見ているオニヒト

デの大発生は、より大きな縮小と拡大の周

期の一部であって、このままいけば、オニ

ヒトデは大量のサンゴを食べ、そして食べ

尽くし、やがて死に至ることになることを

示しています」と佐藤教授は推論していま

す。

　次のステップとして、研究チームは、

オーストラリアの研究者と共同でグレート

バリアリーフでのオニヒトデの集団遺伝学
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が、どのようにして、そして次にいつどこ
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　場所的に混じりあった個体がいくつもの

小さな集団を作るということは、いわゆる
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思われます。

　この結果はまた、アオヒトデの移動が、

沖縄本島と石垣島の両島双方間で起きてい

ることを示唆しています。つまり、これま

で考えられてきたように、強い黒潮の流れ

が石垣島から沖縄本島に向かって北向きに

流れることでヒトデの幼生をその流れに

沿って移動させていると考えると、説明が

つきません。 

　「両島間での双方移動が起こっていると

いう事は、琉球列島の表層海流は今まで考

えられていたよりもっと複雑だと考えるべ

きでしょう」と佐藤教授は話します。

　オニヒトデの進化的系統樹の解析結果も

また、この海域での表層海流の複雑さを説

明しています。まず、琉球列島でのオニヒ

トデは複数の系統に分かれます。さらにそ

れぞれの系統で沖縄本島、宮古島、西表島

の個体が混在していました。これは琉球列

島で繰り返し起こるオニヒトデの大発生

寄　　稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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はじめに 

　皆様はじめまして。琉球銀行より台湾の則和

企業管理顧問有限公司へ赴任しております髙良

伊久磨と申します。

　この度、今年 3 月末まで当行より則和企業

管理顧問有限公司へ赴任しておりました﨑山

( ※現法人事業部調査役 ) より本「アジア便り」

を引き継ぎいたしました。以降は私、髙良にて

担当させていただきますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

　早速ですが、今回は台湾赴任後での初めての

寄稿となりますので、まずは私のコロナ禍にお

ける海外渡航や今後の海外展開、赴任している

台湾の則和企業管理顧問有限公司様について改

めて簡単にご紹介させていただきます。

1. コロナ禍における海外渡航

　現在、新型コロナウイルス感染症の流行に伴

い、各国において海外渡航・滞在が制限されて

おります。

　当初、私自身も今年 4 月より着任予定でし

たが、海外渡航制限により渡航することが出来

ませんでした。8 月に入り台湾当局より、短期

滞在のビジネス関係者の入国が許可されたこと

で、8 月 13 日に台湾に入国し、14 日間の隔離

措置を経て台湾にて活動を開始することが出来

ました。（台湾においては現在、ビジネス関係

者及び留学生のみ入国可能で観光目的等は不可

となっています）

※短期滞在のビジネス関係者の入国について

　短期滞在のビジネス関係者とは，短期の入境

によりビジネス活動に従事するビジネス関係者

のことをいいます。（例：検品，アフターサー

ビス，技術指導及び研修，契約等）

2. 海外渡航までの手続き及び行動等について

（台湾の場合 )

（1）入国前・入国後の流れ

①ビザ申請・取得

② PCR 検査（陰性証明書取得）

③隔離措置（14 日間）

④活動開始（行動制限なし）

（2）ビザ取得について

　台湾においては、新型コロナウイルス流行前

は 3 ヵ月以内の滞在に関してビザが不要でし

た。しかし、流行後においてはビザ取得が必須

となっております。

（3）PCR 検査について

　現在、台湾入国時には新型コロナウイルスの

陰性証明書（搭乗前 3 日以内の PCR 検査陰性

報告）提出が必須となっております。

レポーター
髙良　伊久磨

（琉球銀行法人事業部）

則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ赴任中

vol.141

コロナ禍における海外渡航
および海外展開
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　成田空港付近の病院にて、約 5 万円の費用

で PCR 検査を受け、陰性証明書は約 1 日（翌

日の午後に）で受け取ることが出来ます。

※沖縄から台湾への直行便がなく、今回は成田

空港経由にて渡航いたしました。

※ 8 月当初、県内にてビジネス渡航者向けの

PCR 検査を受けることは不可。

（4）隔離措置について

　台湾入国後は、海外渡航者専用ホテル（防疫

ホテル）にて 14 日間の隔離措置をとりました。

空港からホテルへ移動する際も、割高とはなり

ますが、指定の防疫タクシーを利用しなければ

なりません。隔離指定場所へ入室後、外出は一

切不可であり、違反者は最大で 100 万元（約

360 万日本円）の罰金が科せられます。

　所在地は携帯電話の GPS にて管理されてお

り、自室にいた際も GPS の誤作動により外出

の可能性があるとみられた際は、警察より電話

がありました。

　自室には飲料水（ペットボトル）、掃除用具、

シャンプー等のアメニティが用意されており、

不足した際は届けてもらえ、基本的に部屋の清

掃や洗濯サービスはなく、自身で行わなければ

ならないようになっています。

　また、ホテル滞在中は朝と夜に体温測定し、

ホテル宛に LINE にて報告が必要となってお

り、食事については三食、弁当が用意され部屋

の扉の外に置かれます。デリバリーサービスや

差入等も可能ですが、物資については基本的に

部屋の扉の外に置かれた後に連絡が来るので、

滞在中に人と接触することはありません。

　滞在中は基本的にテレワークを行い、空いた

時間には動画配信サイトの閲覧や友人等とのビ

デオ通話などで暇を潰していました。しかし、

それでも暇を持て余す時間が多く、ストレスを

感じる時間は多少ありました。

　もし皆様が、14 日間の隔離生活を行うこと

があれば、窓がある部屋をおすすめします。自

室には大きな窓がありましたが、窓が無い部屋

である場合、時間や曜日の感覚がなくなり、閉

塞感を感じ、更に強いストレスを受けるかもし

れないと感じました。

３. 則和企業管理顧問有限公司 ( 当行業務提携

先 ) のご紹介

　続いて私が赴任している則和企業管理顧問有

限公司 ( 以下、Sokuwa) 様を改めて簡単にご

紹介いたします。

　Sokuwa 様は、日本から台湾への事業展開

を志向する民間企業や各地方公共団体の台湾現

地側でのサポート役を担う事業推進コンサルタ

ント会社です。同社は、日本人の畠中代表が

15 年前に設立して以降、これまで 100 社を超

える民間企業・地方自治体のサポート実績を誇

ります。

会社紹介
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　畠中代表の豊富な経験に裏打ちされた確固た

るノウハウと幅広いネットワークを持ち合わせ

ている他、現地スタッフも全員台湾人ながら日

本語が堪能であり、言語コミュニケーションも

問題ありません。

　当行は 2018 年 1 月に Sokuwa 様と業務提

携契約を締結し、同年 4 月より私の前任であ

る﨑山が Sokuwa 様へ赴任。﨑山から引き継

ぎまして、現在は私、髙良が赴任しております。

　Sokuwa 様の主な支援業務は下記のとおり

です。

主な業務支援内容

業務支援イメージ
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　先述した Sokuwa 様の事業内容を活かした

「同社への業務委託」を検討することで、沖縄

側に加え、台湾側でも弊行と Sokuwa 様が一

体となったサポート体制の構築による安心感を

得ながら活動することができます。

　その他、事業基盤を県内に置いたうえでの台

湾企業と連携ニーズ ( 例 . 原材料の調達先や生

産委託先の開拓など ) もご相談可能です。

4. コロナ禍における海外展開

　コロナ禍において、人の往来が出来ないなか、

物の動きは更に活発化しています。台湾国内で

は、一足先に新型コロナウイルスを克服し、普

段の生活を取り戻しています。旅行好きな台湾

人は渡航規制のなかで、日本産品への購買意欲

が一層高まっており、各地で日本物産展や日本

とのオンライン商談会なども多く開催されてい

ます。

　そのような状況のなか、自社商品の展開や副

資材の調達など、海外展開に目を向けるチャン

スはたくさんあります。コロナ禍での台湾市場

や今後の展開など、下記資料をご参照ください。

コロナ禍での台湾市場 概説①

業務支援内容 概説
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　お蔭さまで、日頃より当行各支店を通して台

湾ビジネスに関する数多くのご相談をいただい

ております。

　現在、コロナ禍という特殊な環境ではござい

ますが、今後とも台湾ビジネスについて前向き

にご検討いただければと存じます。ぜひお気軽

に最寄りまたはお取引店舗にご相談いただけま

すと幸いです。

　もちろん私、髙良宛に直接ご連絡いただいて

も構いませんので、今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。

則和企業管理顧問有限公司

Tel : 0988-958-295( ※髙良 / 台湾携帯 )

    080-6487-0270( ※髙良 / 日本携帯 )

E-Mall : ikuma_takara@pr.ryugin.co.jp

コロナ禍での台湾市場 概説②
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1. 企業間人材マッチングについて

　沖縄総合事務局では、人手不足の企業の人材

確保を支援しながら雇用の維持・確保を図るた

め、企業間の人材マッチングを推進しておりま

す。新型コロナウイルスの影響下で、事業活動

の停滞により休業を余儀なくされている人材が

多数いる一方で、人材不足の企業もあり、一部

事業者においては、先進的に人材マッチングを

取り組む例も見られます。

　既に実施したアンケート調査をもとに、利用

したいと回答した企業に対してコーディネータ

がヒアリングなどを実施した上で、( 株 ) りゅ

うせきフロントライン（当局事業委託先）、及

び公益財団法人産業雇用安定センター沖縄事務

所による企業間の人材マッチングにつなげます

( 無料 )。

2. 関係機関による雇用対策の取組について

　当局も参画する沖縄県雇用対策推進協議会

（会長：沖縄県知事）では、本年 8 月に沖縄県

雇用対策アクションプランを策定しました。同

アクションプランでは新型コロナウイルス感染

症により、県内経済への影響が続く中、雇用の

維持・確保を図っていくために官民がより連携

を密にし、一丸となって、失業者や休業者等へ

の対応や、新規学卒者の採用活動等への対応を

重点課題として取り組んでいくこととしており

ます。参考までに当局と連携している沖縄県の

雇用対策の一部を紹介いたします。

vol.132

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

コロナ禍における
人材マッチングの取組について

http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　沖縄総合事務局経済産業部地域経済課

TEL：098-866-1730

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部

担当：池村、八幡、
　　　瀬名波

〈地域巡回マッチングプログラム事業〉
 沖縄県では求職者と企業の出会いの場を創
出し、マッチングを図ることを目的とした就
職促進事業として「地域巡回マッチングプロ
グラム事業」を行っております。沖縄県内 5
つの地域（北部・中部・南部・宮古・八重山）で、
雇用形態や地域性を考慮した就職説明・面接
会を開催しています。詳しくは下記ＵＲＬを
ご参照ください。
→「令和 2 年度 地域巡回マッチングプログ
ラム事業」
ＨＰ：https://jobmatching.info/

〈グッジョブ相談ステーション〉
 企業向けの雇用に関する支援（助成金、人
材確保などの無料相談など）を各種専門家が
実施しています。
→「グッジョブ相談ステーション」
HP：http://goodjob-station.okinawa/ 　
TEL：098 ‐ 941-2044
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　経済産業省では、2017 年度から地域経済牽

引事業の中心的な担い手となりうる地域の中核

企業を「地域未来牽引企業」として選定してい

ます。

　「地域未来牽引企業」は、地域の特性を生か

して高い付加価値を創出し、地域の事業者等に

対する経済的波及効果を及ぼすことにより、地

域の経済成長を力強く牽引する事業を更に積極

的に展開されること、または、今後取り組まれ

ることが期待される企業となります。

　これまで、全国で 3,683 者（内、沖縄：67 者）

が選定されておりましたが、この度、企業デー

タや各地域からの推薦を踏まえ、新たに 1,060

の事業者を追加選定し、その内、沖縄県内から

は以下の５者が選定されました。

沖縄県内追加選定企業

・株式会社沖縄ホーメル（中城村）

・共和産業株式会社（那覇市）

・拓南商事株式会社（うるま市）

・南島酒販株式会社（西原町）

・株式会社ノイズ・バリュー社（那覇市）

　選定方法は、地域における多様な事業活動を

適切に選考するため、定量的基準（営業利益や

従業員数など）と、定性的基準（自治体や商工

団体等から推薦された事業者の地域経済への貢

献期待や成長性の観点）を鑑みて、外部有識者

の検討結果を踏まえ、選定されております。

　地域未来牽引企業へは、地域経済を牽引する

各選定企業の目標達成を後押しするため、経営

基盤強化、IT 導入による生産性向上、人材確保、

産学官連携、研究開発、海外展示会出展等の販

路開拓、事業承継等、幅広いニーズに対応する

様々な支援策を活用し、重点的な支援を行いま

す。

　また、各経済産業局に配置している「地域未

来コンシェルジュ」が、ワンストップで企業か

らの相談、問い合わせ等に対応する他、メール

マガジン、ロゴマーク、オンラインセミナーな

ど様々な方法で、企業の取組を後押しします。

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

「地域未来牽引企業」追加選定
沖縄から5者

http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　沖縄総合事務局経済産業部企画振興課

TEL：098-866-1727

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部

担当：仲宗根、長嶺



浦添市

事業主体

関係地域

事業概要

施設概要

工事期間

主体名：株式会社ゆがふホールディングス（代表取締役CEO 前田裕継）
所在地：沖縄県名護市港2丁目6番5号　電話: 0980-53-5551

2020年7月～2022年8月

ゆがふBizタワー浦添港川事 業 名： 

当ビルを建設する浦添市港川地区は、大型ショッピングセンターをはじめ様々な民間施設の投資計画
や、キャンプキンザー返還に伴う跡地利用計画など開発が進む西海岸地区に位置している。完成後は立
地の特性や災害に強い優位性をいかして、新たな企業集積を加速させ、入居企業、行政、地域との連携を
促進し街づくりの拠点を目指す。

工事規模 延床面積35,615㎡のオフィス・ホテル複合ビル

工 事 費 約100億円

県内大型プロジェクトの動向　vol.130

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

施設全景

メインエントランス プール全景

ホテルフロント ホテル室内

（イメージ図は株式会社ゆがふホールディングス提供）

現況及び

見 通 し

（ 続 き ）

・2018年11月 (仮)ゆがふホールディングス港川タワービルプロジェクト始動
・2019年１月 基本設計
・2019年６月 実施設計
・2020年７月 着工
・2022年８月 完成（予定）

１）制振構造…地震エネルギーを吸収し被害を縮小する「制振」構造を採用し地震被害を最小
限に抑制

２）電線埋設/二系統受電…埋設により、台風時の断線による停電を防ぎ、万が一の場合も二系
統受電によりバックアップ

３）非常用発電…停電が発生した場合、エネルギーセンター内の非常用発電機から、ホテル、共
用部分への電力を供給する。テナント向け発電機設置場所も確保

４）津波浸水想定域を避けた配置…津波が想定最高値に達しても浸水しない配置
・浦添市を含む24市町村が情報通信産業地域として指定されている情報通信産業等振興税制を
活用し、法人税などの税額控除の適用をめざせることをPRし情報通信系企業の誘致をはかる。
・総事業費は約100億円を計画しており、2022年8月の完成を目指す。

現況及び

見 通 し

・当ビルは、地上17階建て80メートルの大型複合ビルで、1階から8階がオフィス、9階から17階
の高層階はホテルとなる。ホテル面積は6,844㎡で120室の規模となる。
・敷地面積は13,769㎡、延床面積23,550㎡となり、敷地内には12,063㎡（750台規模）の大型駐車
場を完備する。
・施工はグループ企業の株式会社屋部土建が担い、ホテル運営は同じくグループ企業の株式会
社前田産業が行う。
・テナントととしてコンビニやカフェ等の飲食店、事業所内保育所を誘致し、施設利用者や周辺
住民の利便性向上を図る。
・隣接する沖縄電力㈱本店敷地内に建設されるエネルギーセンターから電力・空調用の冷熱な
どの各種エネルギー供給を受け、エネルギーコストおよび環境負荷の低減を実現。建物も耐
震・制振構造、電気の地中引込、二系統受電、非常用発電、津波浸水想定域を避けた配置等、災害
時のBCP機能を強化した。

経 緯

・2020年7月の工事着手後、現在、基礎工事が進行中である。進捗状況

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

所 在 地：浦添市港川510-1番地ほか
階　　数：地上17階、PH2階、地下1階
敷地面積：13,769㎡
高　　さ：80.47m
建築面積：5,515㎡
延床面積：23,550㎡
　　　　 内ホテル6,844㎡／駐車場除く
　　　　 内オフィス10,755㎡
構　　造：鉄骨造（CFT構造=コンクリート充填管構造）
施　　設：オフィス（1～8階）、ホテル（9～17階、120室）、コンビニ、カフェ、
　　　　  保育所ほか
駐 車 場：12,063㎡（750台規模）
設計監理：株式会社国建
施　　工：株式会社屋部土建
ホテル運営：株式会社前田産業（前田産業ホテルズ）

県内大型プロジェクトの動向   vo l .130
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浦添市

事業主体

関係地域

事業概要

施設概要

工事期間

主体名：株式会社ゆがふホールディングス（代表取締役CEO 前田裕継）
所在地：沖縄県名護市港2丁目6番5号　電話: 0980-53-5551

2020年7月～2022年8月

ゆがふBizタワー浦添港川事 業 名： 

当ビルを建設する浦添市港川地区は、大型ショッピングセンターをはじめ様々な民間施設の投資計画
や、キャンプキンザー返還に伴う跡地利用計画など開発が進む西海岸地区に位置している。完成後は立
地の特性や災害に強い優位性をいかして、新たな企業集積を加速させ、入居企業、行政、地域との連携を
促進し街づくりの拠点を目指す。

工事規模 延床面積35,615㎡のオフィス・ホテル複合ビル

工 事 費 約100億円

県内大型プロジェクトの動向　vol.130

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

施設全景

メインエントランス プール全景

ホテルフロント ホテル室内

（イメージ図は株式会社ゆがふホールディングス提供）

現況及び

見 通 し

（ 続 き ）

・2018年11月 (仮)ゆがふホールディングス港川タワービルプロジェクト始動
・2019年１月 基本設計
・2019年６月 実施設計
・2020年７月 着工
・2022年８月 完成（予定）

１）制振構造…地震エネルギーを吸収し被害を縮小する「制振」構造を採用し地震被害を最小
限に抑制

２）電線埋設/二系統受電…埋設により、台風時の断線による停電を防ぎ、万が一の場合も二系
統受電によりバックアップ

３）非常用発電…停電が発生した場合、エネルギーセンター内の非常用発電機から、ホテル、共
用部分への電力を供給する。テナント向け発電機設置場所も確保

４）津波浸水想定域を避けた配置…津波が想定最高値に達しても浸水しない配置
・浦添市を含む24市町村が情報通信産業地域として指定されている情報通信産業等振興税制を
活用し、法人税などの税額控除の適用をめざせることをPRし情報通信系企業の誘致をはかる。
・総事業費は約100億円を計画しており、2022年8月の完成を目指す。

現況及び

見 通 し

・当ビルは、地上17階建て80メートルの大型複合ビルで、1階から8階がオフィス、9階から17階
の高層階はホテルとなる。ホテル面積は6,844㎡で120室の規模となる。
・敷地面積は13,769㎡、延床面積23,550㎡となり、敷地内には12,063㎡（750台規模）の大型駐車
場を完備する。
・施工はグループ企業の株式会社屋部土建が担い、ホテル運営は同じくグループ企業の株式会
社前田産業が行う。
・テナントととしてコンビニやカフェ等の飲食店、事業所内保育所を誘致し、施設利用者や周辺
住民の利便性向上を図る。
・隣接する沖縄電力㈱本店敷地内に建設されるエネルギーセンターから電力・空調用の冷熱な
どの各種エネルギー供給を受け、エネルギーコストおよび環境負荷の低減を実現。建物も耐
震・制振構造、電気の地中引込、二系統受電、非常用発電、津波浸水想定域を避けた配置等、災害
時のBCP機能を強化した。

経 緯

・2020年7月の工事着手後、現在、基礎工事が進行中である。進捗状況

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

所 在 地：浦添市港川510-1番地ほか
階　　数：地上17階、PH2階、地下1階
敷地面積：13,769㎡
高　　さ：80.47m
建築面積：5,515㎡
延床面積：23,550㎡
　　　　 内ホテル6,844㎡／駐車場除く
　　　　 内オフィス10,755㎡
構　　造：鉄骨造（CFT構造=コンクリート充填管構造）
施　　設：オフィス（1～8階）、ホテル（9～17階、120室）、コンビニ、カフェ、
　　　　  保育所ほか
駐 車 場：12,063㎡（750台規模）
設計監理：株式会社国建
施　　工：株式会社屋部土建
ホテル運営：株式会社前田産業（前田産業ホテルズ）
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消費関連
百貨店売上高は、台風接近や新型コロナウイルスの影響などで、16カ月連続で前年を下回った。スー

パー売上高は、全体的に前年の消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減などにより、食料品、衣料
品、住居関連ともに減少したことから、既存店ベースは２カ月連続で前年を下回った。全店ベースは11
カ月ぶりに前年を下回った。新車販売台数は、新型車効果で小型乗用車が前年を上回るも、新型コロナ
ウイルスの影響などでそのほかの車種の減少が続いており、12カ月連続で前年を下回った。電気製品卸
売販売額は、前年の消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減の影響などで、白物家電やＡＶ商品な
どが減少したことから、２カ月連続で前年を下回った。
先行きは、前年の消費税率引き上げ後の反動増の影響で、食料品や耐久消費財は回復基調となるが、

消費マインド低下の影響などで衣料は引き続き弱含むとみられる。

公共工事請負金額は、国、県は減少したが、市町村、独立行政法人等・その他は増加したことから、２カ月
連続で前年を上回った。建築着工床面積（８月）は、非居住用は増加したものの、居住用は減少したことか
ら２カ月連続で前年を下回った。新設住宅着工戸数（８月）は、持家、貸家、分譲で減少したことから３カ月
連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに減少したことから２カ
月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは３カ月連続で前年を下回り、生コンは３カ月連
続で前年を下回った。鋼材は前年の消費税率引き上げ前の駆込み需要による反動減などから前年を下回
り、木材は住宅関連工事向けの出荷減などから前年を下回った。
先行きは、手持ち工事額は引き続き高水準であるものの、民間工事に一服感がみられることから弱含む

とみられる。

建設関連

入域観光客数は、９カ月連続で前年を下回った。国内客は約６割減少し、外国客は全減となった。県内
主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観光施設入場者数は大幅な減少と
なった。ゴルフ場は、入場者数は前年を上回り、売上高は前年を下回った。
先行きは、全世界に感染拡大している新型コロナウイルスの収束時期が不透明なため、外国客が動き

出すのは年明け以降となろう。一方、国内に目を向けると東京都発着のGoToトラベルが10月にスター
トするなど明るい材料もあるが、全国的に新型コロナウイルスの影響で安近短旅行が主流となってい
ることや修学旅行などのキャンセルが発生していることもあり、国内客は当面は前年を大幅に下回る
推移が続くとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比32.5％減となり10カ月連続で前年を下回った。宿泊業・飲食サービス業、卸
売業・小売業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は0.64倍と、前月より0.03ポイント低下した。完全
失業率（季調値）は3.5％と、前月と同水準だった。
消費者物価指数は、諸雑費、光熱・水道などの下落により、前年同月比0.6％減と７カ月連続で前年を

下回った。
企業倒産は、件数が５件で前年同月を４件下回った。負債総額は8,400万円で、前年同月比92.0％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

９月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は台風接近や新型コロナウイルスの

影響などで前年を下回り、スーパーは全体的に前年の消費税率引き上げ前の駆け込み

需要の反動減などにより、食料品、衣料品、住居関連ともに減少したことから前年を下

回った。耐久消費財では、新車販売は新型コロナウイルスの影響などで小型乗用車以外

の車種の減少が続いており前年を下回り、電気製品卸売は前年の消費税率引き上げ前

の駆け込み需要の反動減の影響などで前年を下回った。

建設関連では、公共工事は市町村、独立行政法人等・その他は増加したことから、前年

を上回った。建築着工床面積は居住用は減少したことから前年を下回った。新設住宅着

工戸数は持家、貸家、分譲で減少したことから前年を下回った。建設受注額は公共工事、

民間工事ともに減少したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を大幅に下回った。国内客、外国客ともに前年を

下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、消費関連は消費税率引き上げの影響や新型コロナウイルスの影響で

弱含んでいること、建設関連は民間工事に一服感がみられ弱含んでいること、観光関連

は新型コロナウイルスの影響で悪化しているものの下げ止まりの動きがみられること

から、県内景気は下げ止まりの動きがみられる（４カ月連続）。

景気は、下げ止まりの動きがみられる

観光関連では、入域観光客数は前年を下回る

消費関連では、百貨店売上高は前年を下回る
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消費関連
百貨店売上高は、台風接近や新型コロナウイルスの影響などで、16カ月連続で前年を下回った。スー

パー売上高は、全体的に前年の消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減などにより、食料品、衣料
品、住居関連ともに減少したことから、既存店ベースは２カ月連続で前年を下回った。全店ベースは11
カ月ぶりに前年を下回った。新車販売台数は、新型車効果で小型乗用車が前年を上回るも、新型コロナ
ウイルスの影響などでそのほかの車種の減少が続いており、12カ月連続で前年を下回った。電気製品卸
売販売額は、前年の消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減の影響などで、白物家電やＡＶ商品な
どが減少したことから、２カ月連続で前年を下回った。
先行きは、前年の消費税率引き上げ後の反動増の影響で、食料品や耐久消費財は回復基調となるが、

消費マインド低下の影響などで衣料は引き続き弱含むとみられる。

公共工事請負金額は、国、県は減少したが、市町村、独立行政法人等・その他は増加したことから、２カ月
連続で前年を上回った。建築着工床面積（８月）は、非居住用は増加したものの、居住用は減少したことか
ら２カ月連続で前年を下回った。新設住宅着工戸数（８月）は、持家、貸家、分譲で減少したことから３カ月
連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに減少したことから２カ
月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは３カ月連続で前年を下回り、生コンは３カ月連
続で前年を下回った。鋼材は前年の消費税率引き上げ前の駆込み需要による反動減などから前年を下回
り、木材は住宅関連工事向けの出荷減などから前年を下回った。
先行きは、手持ち工事額は引き続き高水準であるものの、民間工事に一服感がみられることから弱含む

とみられる。

建設関連

入域観光客数は、９カ月連続で前年を下回った。国内客は約６割減少し、外国客は全減となった。県内
主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観光施設入場者数は大幅な減少と
なった。ゴルフ場は、入場者数は前年を上回り、売上高は前年を下回った。
先行きは、全世界に感染拡大している新型コロナウイルスの収束時期が不透明なため、外国客が動き

出すのは年明け以降となろう。一方、国内に目を向けると東京都発着のGoToトラベルが10月にスター
トするなど明るい材料もあるが、全国的に新型コロナウイルスの影響で安近短旅行が主流となってい
ることや修学旅行などのキャンセルが発生していることもあり、国内客は当面は前年を大幅に下回る
推移が続くとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比32.5％減となり10カ月連続で前年を下回った。宿泊業・飲食サービス業、卸
売業・小売業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は0.64倍と、前月より0.03ポイント低下した。完全
失業率（季調値）は3.5％と、前月と同水準だった。
消費者物価指数は、諸雑費、光熱・水道などの下落により、前年同月比0.6％減と７カ月連続で前年を

下回った。
企業倒産は、件数が５件で前年同月を４件下回った。負債総額は8,400万円で、前年同月比92.0％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

９月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は台風接近や新型コロナウイルスの

影響などで前年を下回り、スーパーは全体的に前年の消費税率引き上げ前の駆け込み

需要の反動減などにより、食料品、衣料品、住居関連ともに減少したことから前年を下

回った。耐久消費財では、新車販売は新型コロナウイルスの影響などで小型乗用車以外

の車種の減少が続いており前年を下回り、電気製品卸売は前年の消費税率引き上げ前

の駆け込み需要の反動減の影響などで前年を下回った。

建設関連では、公共工事は市町村、独立行政法人等・その他は増加したことから、前年

を上回った。建築着工床面積は居住用は減少したことから前年を下回った。新設住宅着

工戸数は持家、貸家、分譲で減少したことから前年を下回った。建設受注額は公共工事、

民間工事ともに減少したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を大幅に下回った。国内客、外国客ともに前年を

下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、消費関連は消費税率引き上げの影響や新型コロナウイルスの影響で

弱含んでいること、建設関連は民間工事に一服感がみられ弱含んでいること、観光関連

は新型コロナウイルスの影響で悪化しているものの下げ止まりの動きがみられること

から、県内景気は下げ止まりの動きがみられる（４カ月連続）。

景気は、下げ止まりの動きがみられる

観光関連では、入域観光客数は前年を下回る

消費関連では、百貨店売上高は前年を下回る

県 内 の

景気
動向

概況 2020年9月

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

21



県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2020.9 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2020.9

項目別グラフ　3カ月 2020.7～2020.9

2020.7－2020.9

（注） 広告収入は20年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は20年6月～20年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。

P-29.7
P-23.3

P-47.2

P-61.3

P-78.6

-13.3

P22.4

P-16.4

P-51.8

P-71.2
P-83.0

-8.9-2.0
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2020.9 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2020.9

項目別グラフ　3カ月 2020.7～2020.9

2020.7－2020.9

（注） 広告収入は20年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は20年6月～20年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

16カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比44.0％減と16
カ月連続で前年を下回った。台風接近に
よる悪天候や、新型コロナウイルスの感
染再拡大による外出自粛の影響などで、
消費マインドの低下が続き、すべての品
目で減少幅が拡大した。
・品目別にみると、家庭用品・その他（同
49.6％減）、衣料品（同42.0％減）、食料品
（同38.5％減）、身の回り品（同38.3％減）が
減少した。

・スーパー売上高は、既存店ベースでは、前

年同月比7.5％減と２カ月連続で前年を下

回った。

・全体的に、前年の消費税率引上げ前の駆

け込み需要による反動減や、台風接近に

伴う悪天候のほか、新型コロナウイルス

感染再拡大による消費マインド低下など

の影響で、食料品は同1.6％減、衣料品は同

28.4％減、住居関連は同21.0％減となった。

・全店ベースでは、同5.6％減と11カ月ぶり

に前年を下回った。

全店ベースは11カ月ぶりに減少

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万7,749

台で前年同月比4.3％減と、４カ月ぶりに

前年を下回った。

・内訳では、普通自動車は7,084台（同1.3％

減）、軽自動車は10,665台（同6.2％減）と

なった。

４カ月ぶりに減少

・電気製品卸売販売額は、前年の消費税率

引き上げ前の駆け込み需要による反動

減や、新型コロナウイルス感染再拡大に

よる消費マインド低下などの影響で、前

年同月比15.0％減と２カ月連続で前年

を下回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同30.2％減、テレビが同6.4％

減、白物では洗濯機が同29.7％減、冷蔵

庫が同28.0％減、エアコンが同2.6％増、

その他は同14.2％減となった。

２カ月連続で減少

・新車販売台数は4,201台となり、前年同月

比11.4％減と12カ月連続で前年を下回っ

た。新型車効果により小型乗用車は増加

したが、前年の消費税率引き上げ前の駆

け込み需要による反動減や新型コロナウ

イルスの影響などで自家用車は減少し、

前年を下回った。

・普通自動車（登録車）は1,853台（同13.8％

減）で、うち普通乗用車は606台（同32.1％

減）、小型乗用車は980台（同7.8％増）で

あった。軽自動車（届出車）は2,348台（同

9.5％減）で、うち軽乗用車は1,877台（同

9.5％減）であった。

12カ月連続で減少
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

16カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比44.0％減と16
カ月連続で前年を下回った。台風接近に
よる悪天候や、新型コロナウイルスの感
染再拡大による外出自粛の影響などで、
消費マインドの低下が続き、すべての品
目で減少幅が拡大した。
・品目別にみると、家庭用品・その他（同
49.6％減）、衣料品（同42.0％減）、食料品
（同38.5％減）、身の回り品（同38.3％減）が
減少した。

・スーパー売上高は、既存店ベースでは、前

年同月比7.5％減と２カ月連続で前年を下

回った。

・全体的に、前年の消費税率引上げ前の駆

け込み需要による反動減や、台風接近に

伴う悪天候のほか、新型コロナウイルス

感染再拡大による消費マインド低下など

の影響で、食料品は同1.6％減、衣料品は同

28.4％減、住居関連は同21.0％減となった。

・全店ベースでは、同5.6％減と11カ月ぶり

に前年を下回った。

全店ベースは11カ月ぶりに減少

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万7,749

台で前年同月比4.3％減と、４カ月ぶりに

前年を下回った。

・内訳では、普通自動車は7,084台（同1.3％

減）、軽自動車は10,665台（同6.2％減）と

なった。

４カ月ぶりに減少

・電気製品卸売販売額は、前年の消費税率

引き上げ前の駆け込み需要による反動

減や、新型コロナウイルス感染再拡大に

よる消費マインド低下などの影響で、前

年同月比15.0％減と２カ月連続で前年

を下回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同30.2％減、テレビが同6.4％

減、白物では洗濯機が同29.7％減、冷蔵

庫が同28.0％減、エアコンが同2.6％増、

その他は同14.2％減となった。

２カ月連続で減少

・新車販売台数は4,201台となり、前年同月

比11.4％減と12カ月連続で前年を下回っ

た。新型車効果により小型乗用車は増加

したが、前年の消費税率引き上げ前の駆

け込み需要による反動減や新型コロナウ

イルスの影響などで自家用車は減少し、

前年を下回った。

・普通自動車（登録車）は1,853台（同13.8％

減）で、うち普通乗用車は606台（同32.1％

減）、小型乗用車は980台（同7.8％増）で

あった。軽自動車（届出車）は2,348台（同

9.5％減）で、うち軽乗用車は1,877台（同

9.5％減）であった。

12カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、327億4,902万円で、

国、県は減少したが、市町村、独立行政法

人等・その他は増加したことから、前年同

月比0.7％増となり、２カ月連続で前年を

上回った。

・発注者別では、市町村（同27.6％増）、独立

行政法人等・その他（同32.3％増）は増加し、

国（同10.8％減）、県（同22.1％減）は減少し

た。

２カ月連続で増加
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、公共工事、民間工事ともに減少し

たことから、前年同月比29.7％減と２カ

月連続で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事（同2.5％減）は３

カ月連続で減少し、民間工事（同56.2％

減）は２カ月連続で減少した。

２カ月連続で減少

・セメント出荷量は７万1,348トンとなり、
前年同月比13.3％減と３カ月連続で前
年を下回った。
・生コン出荷量は11万8,191㎥で同13.2％
減となり、３カ月連続で前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、防衛省向けなどが増加し、空
港関連向けや県企業局向けなどが減少
した。民間工事では、電力関連向けなど
が増加し、貸家向けや医療関連向けなど
が減少した。

・鋼材売上高（速報値）は、前年の消費税率

引き上げ前の駆込み需要による反動減

などから前年同月比23.3％減と12カ月

連続で前年を下回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が減少したことなどから同25.1％減と

10カ月連続で前年を下回った。

セメントは３カ月連続で減少、
生コンは３カ月連続で減少

鋼材は12カ月連続で減少、
木材は10カ月連続で減少

・建築着工床面積（８月）は14万6,564㎡と

なり、非居住用は増加したものの、居住用

は減少したことから前年同月比20.4％減

と２カ月連続で前年を下回った。用途別

では、居住用は同39.2％減となり、非居住

用は同14.9％増となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用、居住産業併用

ともに減少した。非居住用では、電気・ガ

ス・熱供給・水道業用や情報通信業用など

が増加し、飲食店・宿泊業用などが減少し

た。

２カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（８月）は993戸となり、

持家、貸家、分譲で減少したことから前年

同月比41.0％減と３カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、持家（181戸）が同42.5％

減、貸家（659戸）が同37.2％減、分譲（153

戸）が同51.9％減と減少した。給与（０戸）

は着工がなかった。

３カ月連続で減少

26



県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

建設関連

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、327億4,902万円で、

国、県は減少したが、市町村、独立行政法

人等・その他は増加したことから、前年同

月比0.7％増となり、２カ月連続で前年を

上回った。

・発注者別では、市町村（同27.6％増）、独立

行政法人等・その他（同32.3％増）は増加し、

国（同10.8％減）、県（同22.1％減）は減少し

た。

２カ月連続で増加
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、公共工事、民間工事ともに減少し

たことから、前年同月比29.7％減と２カ

月連続で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事（同2.5％減）は３

カ月連続で減少し、民間工事（同56.2％

減）は２カ月連続で減少した。

２カ月連続で減少

・セメント出荷量は７万1,348トンとなり、
前年同月比13.3％減と３カ月連続で前
年を下回った。
・生コン出荷量は11万8,191㎥で同13.2％
減となり、３カ月連続で前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、防衛省向けなどが増加し、空
港関連向けや県企業局向けなどが減少
した。民間工事では、電力関連向けなど
が増加し、貸家向けや医療関連向けなど
が減少した。

・鋼材売上高（速報値）は、前年の消費税率

引き上げ前の駆込み需要による反動減

などから前年同月比23.3％減と12カ月

連続で前年を下回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が減少したことなどから同25.1％減と

10カ月連続で前年を下回った。

セメントは３カ月連続で減少、
生コンは３カ月連続で減少

鋼材は12カ月連続で減少、
木材は10カ月連続で減少

・建築着工床面積（８月）は14万6,564㎡と

なり、非居住用は増加したものの、居住用

は減少したことから前年同月比20.4％減

と２カ月連続で前年を下回った。用途別

では、居住用は同39.2％減となり、非居住

用は同14.9％増となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用、居住産業併用

ともに減少した。非居住用では、電気・ガ

ス・熱供給・水道業用や情報通信業用など

が増加し、飲食店・宿泊業用などが減少し

た。

２カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（８月）は993戸となり、

持家、貸家、分譲で減少したことから前年

同月比41.0％減と３カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、持家（181戸）が同42.5％

減、貸家（659戸）が同37.2％減、分譲（153

戸）が同51.9％減と減少した。給与（０戸）

は着工がなかった。

３カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、22万7,600人（前年同月

比71.9％減）となり、９カ月連続で前年を

下回った。

・路線別では、空路は22万6,600人（同68.1％

減）となり14カ月連続で前年を下回った。

海路は1,000人（同99.0％減）となり９カ月

連続で前年を下回った。

・国内客は、22万7,600人（同61.5％減）とな

り、８カ月連続で前年を下回った。

・９月５日に県独自の緊急事態宣言が解除

されたことや、GoToトラベルを利用して

４連休に観光客が訪れたことから、９月

の減少幅は縮小した。

９カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル売上高（速報値）のうち宿泊

収入は、販売客室数（数量要因）は減少、

宿泊客室単価（価格要因）は上昇し、前

年同月比61.6％減と15カ月連続で前年

を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同78.6％減

と10カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテル（速報値）は、販売客室

数は減少、宿泊客室単価は上昇し、同

57.7％減と８カ月連続で前年を下回っ

た。

15カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数（除く首里城、

速報値）は、前年同月比78.6％減となり、

14カ月連続で前年を下回った。

・首里城を含むベースは、同81.5％減とな

り、14カ月連続で前年を下回った。

・９月は営業再開した施設が多く、減少幅

はやや縮小した。

14カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

5.4％増と２カ月ぶりに前年を上回った。

県内客は２カ月ぶりに前年を上回り、

県外客は13カ月連続で前年を下回った。

・売上高は同5.8％減と７カ月連続で前年

を下回った。

・９月５日には県独自の緊急事態宣言が

解除されたことから、県内客は再び増

加した。これに伴い、売上高の減少幅は

縮小した。

入場者数は増加、売上高は減少

・入域観光客数（外国客）は、０人（前年同月

比 全減）となり、９カ月連続で前年を下

回った。

・新型コロナウイルスの世界的な感染拡大

を受けて、県内を発着する航空便および

クルーズ船がすべて欠航となったことか

ら、４月以降６カ月連続で全減となった。

９カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は
24.8％となり、前年同月差47.2％ポイント
低下して14カ月連続で前年を下回った。
売上高は同61.3％減と16カ月連続で前年
を下回った。
・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率
は18.9％と同60.3％ポイント低下して14
カ月連続で前年を下回り、売上高は同
77.5％減と10カ月連続で前年を下回った。
リゾート型ホテル（速報値）は、客室稼働
率は27.3％と同41.7％ポイント低下して
８カ月連続で前年を下回り、売上高は同
57.2％減と16カ月連続で前年を下回った。
・９月５日に県独自の緊急事態宣言が解除
されたことや、GoToトラベルを利用して
４連休に観光客が訪れたことから、９月
の減少幅は縮小した。

稼働率は14カ月連続で低下、
売上高は16カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、22万7,600人（前年同月

比71.9％減）となり、９カ月連続で前年を

下回った。

・路線別では、空路は22万6,600人（同68.1％

減）となり14カ月連続で前年を下回った。

海路は1,000人（同99.0％減）となり９カ月

連続で前年を下回った。

・国内客は、22万7,600人（同61.5％減）とな

り、８カ月連続で前年を下回った。

・９月５日に県独自の緊急事態宣言が解除

されたことや、GoToトラベルを利用して

４連休に観光客が訪れたことから、９月

の減少幅は縮小した。

９カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル売上高（速報値）のうち宿泊

収入は、販売客室数（数量要因）は減少、

宿泊客室単価（価格要因）は上昇し、前

年同月比61.6％減と15カ月連続で前年

を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同78.6％減

と10カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテル（速報値）は、販売客室

数は減少、宿泊客室単価は上昇し、同

57.7％減と８カ月連続で前年を下回っ

た。

15カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数（除く首里城、

速報値）は、前年同月比78.6％減となり、

14カ月連続で前年を下回った。

・首里城を含むベースは、同81.5％減とな

り、14カ月連続で前年を下回った。

・９月は営業再開した施設が多く、減少幅

はやや縮小した。

14カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

5.4％増と２カ月ぶりに前年を上回った。

県内客は２カ月ぶりに前年を上回り、

県外客は13カ月連続で前年を下回った。

・売上高は同5.8％減と７カ月連続で前年

を下回った。

・９月５日には県独自の緊急事態宣言が

解除されたことから、県内客は再び増

加した。これに伴い、売上高の減少幅は

縮小した。

入場者数は増加、売上高は減少

・入域観光客数（外国客）は、０人（前年同月

比 全減）となり、９カ月連続で前年を下

回った。

・新型コロナウイルスの世界的な感染拡大

を受けて、県内を発着する航空便および

クルーズ船がすべて欠航となったことか

ら、４月以降６カ月連続で全減となった。

９カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は
24.8％となり、前年同月差47.2％ポイント
低下して14カ月連続で前年を下回った。
売上高は同61.3％減と16カ月連続で前年
を下回った。
・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率
は18.9％と同60.3％ポイント低下して14
カ月連続で前年を下回り、売上高は同
77.5％減と10カ月連続で前年を下回った。
リゾート型ホテル（速報値）は、客室稼働
率は27.3％と同41.7％ポイント低下して
８カ月連続で前年を下回り、売上高は同
57.2％減と16カ月連続で前年を下回った。
・９月５日に県独自の緊急事態宣言が解除
されたことや、GoToトラベルを利用して
４連休に観光客が訪れたことから、９月
の減少幅は縮小した。

稼働率は14カ月連続で低下、
売上高は16カ月連続で減少

29



雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は27 . 7℃となり、前年同月

（28.0℃）より低く、平年（27.6℃）より高

かった。降水量は176.5ｍｍで前年同月

（477.5ｍｍ）より少なかった。

・太平洋高気圧に覆われて晴れの日もあっ

たが、台風や前線、湿った空気などの影響

で曇りや雨の日が多く、大雨や大荒れの天

気となった所があった。平均気温と降水量

は平年並みで、日照時間はかなり少なかっ

た。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比32.5％減となり

10カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、宿泊業・飲食サービス業や卸売

業・小売業などで減少した。有効求人倍率

（季調値）は0.64倍と、前月より0.03ポイン

ト低下した。

・労働力人口は、75万5,000人で同1.2％増と

なり、就業者数は、72万6,000人で同0.6％

増となった。完全失業者数は２万8,000人

で同16.7％増となり、完全失業率（季調値）

は3.5％と、前月と同水準だった。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比0.6％減と

７カ月連続で前年を下回った。生鮮食品

を除く総合は同1.0％減と前年を下回った。

・品目別の動きをみると、諸雑費、光熱・水

道などは下落し、食料などは上昇した。

７カ月連続で下落

・倒産件数は、５件で前年同月を４件下

回った。業種別では、製造業１件（同数）、

卸売業１件（同数）、サービス業３件（同２

件減）となった。

・負債総額は8,400万円となり、前年同月比

92.0％減となった。

件数、負債総額はともに減少

・広告収入（マスコミ：８月）は、前年同月比

22.8％減と12カ月連続で前年を下回った。

・新型コロナウイルス感染拡大で、イベン

ト等の中止が相次いだことから大幅な減

少が続いた。

12カ月連続で減少

20202019
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は27 . 7℃となり、前年同月

（28.0℃）より低く、平年（27.6℃）より高

かった。降水量は176.5ｍｍで前年同月

（477.5ｍｍ）より少なかった。

・太平洋高気圧に覆われて晴れの日もあっ

たが、台風や前線、湿った空気などの影響

で曇りや雨の日が多く、大雨や大荒れの天

気となった所があった。平均気温と降水量

は平年並みで、日照時間はかなり少なかっ

た。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比32.5％減となり

10カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、宿泊業・飲食サービス業や卸売

業・小売業などで減少した。有効求人倍率

（季調値）は0.64倍と、前月より0.03ポイン

ト低下した。

・労働力人口は、75万5,000人で同1.2％増と

なり、就業者数は、72万6,000人で同0.6％

増となった。完全失業者数は２万8,000人

で同16.7％増となり、完全失業率（季調値）

は3.5％と、前月と同水準だった。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比0.6％減と

７カ月連続で前年を下回った。生鮮食品

を除く総合は同1.0％減と前年を下回った。

・品目別の動きをみると、諸雑費、光熱・水

道などは下落し、食料などは上昇した。

７カ月連続で下落

・倒産件数は、５件で前年同月を４件下

回った。業種別では、製造業１件（同数）、

卸売業１件（同数）、サービス業３件（同２

件減）となった。

・負債総額は8,400万円となり、前年同月比

92.0％減となった。

件数、負債総額はともに減少

・広告収入（マスコミ：８月）は、前年同月比

22.8％減と12カ月連続で前年を下回った。

・新型コロナウイルス感染拡大で、イベン

ト等の中止が相次いだことから大幅な減

少が続いた。

12カ月連続で減少

20202019
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　建設関連業況 DI は、弊社の景気動向調査先のうち、
建設関連企業に業況感をたずねて指数化したもので
す。DI とは、Diffusion Index（ディフュージョン・イ
ンデックス）の略で、調査時点から今後３か月の取扱
量や売上高などが前年同時期と比べて「増加する」と
判断する企業の割合から、「減少する」と判断する企
業の割合を引いたものです。
　DI がプラスであれば調査先企業の業況感は上向きに
あり、DI がマイナスであれば下向きにあるといえます。
　直近の8月の数値はマイナス23.1となっています。
2020 年３月以降は新型コロナウイルス感染拡大によ
る影響が反映されているとみられますが、４月でいっ
たん底を打った形となっています。
　これまでの経緯を見ると、14 年に人材確保・育成
の観点から国による法改正があり、公共工事において
は建設原価の上昇を適正な受注価格へと反映しやすく
なりました。
　また、那覇空港第二滑走路増設事業や沖縄都市モノ
レールの延長整備事業などの大型公共工事に加え、ホ
テルやマンション、大型商業施設などの民間工事も活
況だったことに伴い、建築単価は上昇し、DI もプラス
圏で推移しました。
　大型工事が一段落すると、19 年後半から消費税率
引き上げの影響も相まって民間工事に弱含みの動きが
みられ、DI はマイナスが続いています。
　弊社としては、建設関連企業の景況感と県全体の景
況感の動きの相関関係も含め、今後の動きを注視して
いく考えです。

　古来より日本人の生活には「ケ（日常）」を節制し
ながら、祭りや人生の節目には皆で「ハレ」の祝い
を楽しむ日々の生活の循環がありました。「ケ」はふ
だん通りの生活を送る日ですが、日々の生活の中で

「ハレ」がなく「ケ」ばかり続いたら、それはつまら
ないものになってしまうかもしれません。
　しかし昨今のコロナ禍で、歴史ある祭りやイベン
トも中止が相次いでいます。日本政策投資銀行の調
べによると、このイベント自粛に伴う日本全体の経
済損失が 3 兆円と推計されると発表されました。こ
れは今年 3 月から 5 月の 3 カ月間で、仮にイベント
が開催されていれば発生した観客の宿泊代、会場の
設営費、人件費などの波及効果を試算したものです。
　県が示す「県主催のイベント実施ガイドライン」
では開催判断を緩和するも、感染拡大予防と新しい
生活様式に基づく行動が求められており、開催する
にしてもイベント形態の変化は避けられないものと
みられます。
　今後は ICT を活用したオンラインイベントへの移
行が加速するとの予測もありますが、それでは地元
の消費に繋がりません。地域活性化や地方創生の観
点からも地域で消費してもらう仕組みや、SDG ｓを
意識した魅力のある地域づくりが重要となるでしょ
う。そこでは過去の交流人口拡大型から新ビジネス
モデルへの「完全変態」を継続していく必要があり
ます。
　「二才達（青年たち）のフェーシ（はやし）もまた戻っ
て来る」。どんな嵐の後にも必ず「ハレ」はやってき
ます。

「ケ」と「ハレ」 建設関連業況 DI

琉球銀行　監査部　上席調査役
来間　文紀

りゅうぎん総合研究所　研究員
及川　洋平

地域の祭り　新たな形へ 19年後半からマイナス
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　政府は今年４月、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため全国規模の緊急事態宣言を発出しました。５月
には解除となり感染に縮小の動きがみられましたが、
７月後半から再び感染が拡大しました。新型コロナは
消費活動にどのような影響を与えたのでしょうか。総
務省が毎月公表している家計調査をもとに、県内と全
国の家計消費支出の動向をみてみましょう。
　一般外食をみると、県内、全国ともに３月から大き
く減少しており、どちらも４月が底となりました。外
出自粛の動きが強まったことが顕著に表れています。
　５月の緊急事態宣言解除の動きに伴い、飲食店にお
けるテークアウト・デリバリーが増加したことで、一
般外食は回復基調となりました。
　小麦粉やホットケーキミックス粉などが含まれる他
の穀類は、全国は３～４月にかけて増加、県内では３
～５月にかけて増加しました。全国的に自宅でお菓子
作りを行う傾向だったことがわかります。
　家計全体の消費支出は全国が３～５月にかけて緩や
かに減少した一方、県内は４月に大きく減少しました。
観光客減少の影響が幅広い業種に波及し、収入減少が
あった、または減少が予想された結果、消費を控える
動きが強まったと推測されます。
　５月以降には回復基調となっていますが、新型コロ
ナ感染再拡大による県独自の緊急事態宣言の影響など
で、８月以降に消費が再び弱含むと推測されます。
　県内経済を縮小させないためにも、追加の経済対策
の早期実施が求められます。

県内家計消費支出

りゅうぎん総合研究所　研究員
城間　美波

コロナ影響で大幅減少

　「沖縄経済はザル経済」といわれることがありますが、
同じような意味で「漏れバケツ」という言葉もよく使
われます。「漏れバケツ」とは英国ロンドンの「New 
Economics Foundation」が 2002 年に打ち出した
理論で、地域をバケツに例え、バケツにたくさんの水（政
府からの交付金、企業誘致等）を注いでも、バケツの
穴から域外へ流出する状態を表現した言葉です。
　例えば国の補助金などを使った大型工事が県外業者
のみで行われれば、工事費用の大半は県外へ流出しま
す。また、企業誘致に成功しても原材料や販売等のサ
プライチェーンの多くが県外事業者である場合も同じ
く流出します。身近な例で言えば、個人消費の大半が
県外事業者や大手ネット通販で行われれば同様の結果
となります。
　こうした状況は全国各地で見られており、解決して
いくには二つの方法があります。一つは「水を入れる
ペースを上げる」方法、もう一つは「バケツの水漏れ
を少なくする」方法です。地域経済を考えた場合、後
者が大事になってきます。いったん地域に入ったお金
をいかに地域で回すかが重要です。
　ただし、ここで注意したいのが「漏れバケツをなく
す＝域内の完全自給自足」ではありません。域内循環
を高めることを意識することは、同時に「地域の価値
を見直す」ことにつながります。域内循環が上がるよ
う商品価値やサービスレベルを上げることで、県内の
みならず県外に対しても魅力ある強いコンテンツを発
信することにつながります。

漏れバケツ

りゅうぎん総合研究所　部長
志良堂　猛史

お金の域外流出なくす
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県文化観光スポーツ部によると、19年に

沖縄へ修学旅行で訪れた学校数は、

2,398校（前年比2.3％減）、人数は40万

9,011人（同4.7％減）となり、学校数、人数

ともに３年連続で減少した。

東京商工リサーチ沖縄支店によると、20

年１～８月の県内企業の休廃業・解散件

数は300件（前年同期比30.4％増）だった。

休廃業・解散企業を業種別にみると、増

加率が最も高いのは食料品製造業で、次

いで設備工事業、宿泊業だった。

第44回沖縄の産業まつりが25日までの

２日間、開幕し448事業者が出展した。新

型コロナウイルス感染症予防のため奥

武山公園で開催せず、那覇市の県民広場

やパレットくもじ前広場などに会場を

分散し、対面会場の規模縮小のため、ま

つりのポータルサイトによるオンライ

ン出展を初めて導入した。

県内のGoToイート事業の飲食店登録受

付が開始した。消費者に食事券の販売を

始めるのは11月17日となる。購入金額

に25％分を上乗せして発券する仕組み

で、県内は60億円分を発行する。飲食店

の登録は来年１月末まで。食事券は11月

17日から来年３月31日まで利用できる。

マレーシアの大手複合企業「ベルジャ

ヤ・グループ」が手掛けるホテル「フォー

シーズンズリゾートアンドプライベー

トレジデンス沖縄」の起工式が恩納村の

米軍恩納通信所跡地で行われた。開業は

2024年夏ごろ。ホテルの延べ面積は14

万3,912平方㍍で、客室総数は278室。

世界最大級の観光イベント「ツーリズム

EXPOジャパン旅の祭典in沖縄」が開幕し

た。沖縄での開催は初めてとなり、期間

は11月１日までの４日間。期間中は２万

2,000人の来場を見込んでいる。同時開

催イベントとして、「リゾテックオキナ

ワおきなわ国際IT見本市」も開幕した。

東京証券取引所は、システム障害により

全銘柄の売買取引を終日全面停止した。

原因はシステム設定にあったとし、翌２

日より取引を再開した。金融庁は23日に

金融商品取引法に基づく立ち入り検査を

行い、再発防止に向けて業務改善命令を

視野に行政処分を検討している。

格安航空会社（LCC）のエアアジア・ジャ

パンは、12月５日付で国内線３路線と国

際線１路線の計４路線を廃止する。新型

コロナウイルス流行による航空需要急減

を受け、今年４月に全便を運休。８月に国

内線を再開したが、需要が戻らず、10月

より再び全便を運休していた。

赤羽国土交通相は、観光支援事業「GoTo

トラベル」について、全国13の地域ごと

に設定した割引予算枠の適用を当面見合

わせると表明した。一部人気地域への旅

行商品が売り切れたため、事実上の撤回

となる。

金融庁は、銀行に対して本人確認の厳格

化を義務付ける方針を固めた。20年度内

に銀行の監督指針を見直す。キャッシュ

レス決済に関わる被害が相次いだ問題が

背景にある。決済サービスと銀行口座を

結び付ける際の認証で、ワンタイムパス

ワードや生体認証などの複数要素を用い

て本人確認をするよう義務付ける。

日本と英国の両政府は経済連携協定

（EPA）に署名した。日本から輸出する牛

肉や水産品など主要品目の大半は関税ゼ

ロが続く。来年１月１日の発行を目指し

ており、日本製乗用車の関税は7.5％でス

タートし、段階的に税率が下がる。

KDDIとソフトバンクは携帯電話料金に

関して、それぞれが手掛ける格安ブラン

ド「UQモバイル」と「ワイモバイル」で割

安プランを導入することを発表した。総

務省による携帯電話料金の値下げ要請が

背景にある。

沖　　縄 全国・海外

ECONOMIC DIARY 

【経済日誌　　　　　　　　　　】　

ECONOMIC DIARY 　　　　　　　　【経済日誌】

沖縄×日本全国・海外
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沖縄県内の主要経済指標

40 41

注) 百貨店売上高は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

注) 新車販売台数の出所は沖縄県自動車販売協会、中古自動車販売台数は沖縄県中古自動車販売協会。

注) ホテルは、2019年8月より調査先が25ホテルから28ホテルとなった。

注) 2012年5月より外国客の入域観光客数を掲載した。

注) 鉱工業生産指数の暦年値、前年比は原指数の増減率。　2019年4月より2015年＝100に改定された。

注) 消費者物価指数は、2016年7月より2015年＝100に改定された。

注) 失業率と有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

注) 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。
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沖縄県内の金融統計

沖縄県内の金融統計

42

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。

注) 不渡発生率は、不渡実数（金額）÷手形交換高（金額）×100

注 ) 県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。
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■平成31年
２月（No.592）　経営トップに聞く　福山グループ

３月（No.593）　経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人有限会社白川ファーム
　　　　　　　特集　沖縄県内宿泊施設の需給動向

４月（No.594）　経営トップに聞く　エイアンドダブリュ沖縄株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　ソーエイドー株式会社
　　　　　　　特集　欧・米・豪・露からの外国人観光客の誘致について

■令和元年
５月（No.595）　経営トップに聞く　有限会社インターリンク沖縄
　　　　　　　An Entrepreneur　そうざいの店　仲尾次
　　　　　　　特別寄稿　第2滑走路完成後の那覇空港について
　　　　　　　特集 2018年度の沖縄県経済の動向

６月（No.596）　経営トップに聞く　下地島エアポートマネジメント株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社オムニバスワンダーラボ
　　　　　　　講演録　沖縄県の未来を考えるシンポジウム

７月（No.597）　経営トップに聞く　株式会社はやて
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社蟹蔵
　　　　　　　特別寄稿　アジアにおけるコールドチェーンの発
　　　　　　　　　　　　達と沖縄
　　　　　　　特集1 沖縄県内のレンタカー業界の動向について
　　　　　　　特集2 沖縄県の主要経済指標

８月（No.598）　経営トップに聞く　株式会社ビザライ
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アミューズメントドリーム

９月（No.599）　経営トップに聞く　沖縄特産販売株式会社

10月（No.600）　経営トップに聞く　株式会社ジャカコン西日本
　　　　　　　特集　沖縄県内における2019年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

11月（No.601）　経営トップに聞く　株式会社okicom

12月（No.602）　経営トップに聞く　米島酒造株式会社

■令和２年
１月（No.603）　経営トップに聞く　株式会社ポイントピュール
　　　　　　　An Entrepreneur　合資会社越来造船
　　　　　　　特集1 沖縄県内のオーバーツーリズムの現状および課題
　　　　　　　特集2 沖縄県経済2019年の回顧と2020年の展望

２月（No.604）　経営トップに聞く　有限会社MIZUHO

３月（No.605）　経営トップに聞く　平安座総合開発株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　合資会社 導プランニング

４月（No.606）　経営トップに聞く　琉球フットボールクラブ株式会社

５月（No.607）　経営トップに聞く　丸正印刷株式会社
　　　　　　　特別寄稿　台湾における人道物流
　　　　　　　　　　　  （マスク国家チーム）と沖縄への提言
　　　　　　　特集 2019年度の沖縄県経済の動向

６月（No.608）　経営トップに聞く　株式会社人材派遣センターオキナワ
　　　　　　　特別寄稿　非常事態宣言下における県内ビジネス
　　　　　　　　　　　　 再開と今後
　　　　　　　特集 沖縄の気候を活かした広域サイクルツーリ
                           ズムによる差別化戦略

７月（No.609）　経営トップに聞く　株式会社リウコム
　　　　　　　特集 沖縄県の主要経済指標

８月（No.610）　経営トップに聞く　株式会社ブラザーランドリー
　　　　　　　特集　沖縄県内における2020年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

９月（No.611）　経営トップに聞く　有限会社 りゅうほう
　　　　　　　特集　第18回石垣島マラソンの経済効果

10月（No.612）　経営トップに聞く　株式会社  与那覇食品

特集レポートバックナンバー

CON T E N T S

RRI No.172
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2020

経営トップに聞く
タイラホールディングス株式会社

～人と地域を繋ぐ理想のまちづくり実現のため

　　　　まちづくりのリーディングカンパニーヘ～

代表取締役社長　 平 良　修 一

新時代の教育研究を切り拓く
～サンゴ礁のとげのある問題に挑む～

沖縄科学技術大学院大学コミュニケーション・広報ディビジョン メディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

アジア便り 台湾
～コロナ禍における海外渡航および海外展開～

レポーター：髙 良　伊久磨（琉球銀行）

則和企業管理顧問有限公司へ赴任中

行政情報132
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内大型プロジェクトの動向130

沖縄県の景気動向（2020年9月）
～景気は下げ止まりの動きがみられる（4カ月連続）～

学びバンク
・「ケ」と「ハレ」　～地域の祭り　新たな形へ～

 琉球銀行監査部　上席調査役　来間　文紀

・建設関連業況DI　～19年後半からマイナス～

 りゅうぎん総合研究所　研究員　及川　洋平

・県内家計消費支出　～コロナ影響で大幅減少～ 

 りゅうぎん総合研究所　研究員　城間　美波

・漏れバケツ　～お金の域外流出なくす～

 りゅうぎん総合研究所　部長　志良堂　猛史

経営情報 新型コロナウイルスの影響に係る税務あれこれ
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

経済日誌 2020年10月
県内の主要経済指標
県内の金融統計
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沖縄高速印刷株式会社

新型コロナに負けない！　

雇用維持に向けた新サービス開始！
県内人材派遣4社でつくる「人材サービス連絡協議会」（企業窓口：人材派遣センターオキナワ）は

新型コロナの影響で業務が減少した事業者の社員を人材不足の事業者に派遣する新たなサービスを

開始しました。

その一つとして、社員を一時的に休業させる「一時帰休」のスキームをご紹介します。

人材サービス連絡協議会

写真左から

りゅうせきフロントライン 城間優光部長

ホット沖縄 比嘉克己取締役

人材派遣センターオキナワ 島袋淳常務取締役

プレンティー 安和良太社長

【企業窓口】　人材派遣センターオキナワ




